
中期目標の達成状況報告書

（別添資料） 

琉　球　大　学



目 次 

１．別添資料 1-1-1-1-①：学部アドミッション・ポリシー 

２．別添資料 1-1-1-1-②：成績追跡システム操作マニュアル 

３．別添資料 1-1-1-1-③：各学部における成績追跡システムの活用状況一覧 

４．別添資料 1-1-1-1-④：成績追加システムを利用した入試方法の検討につい

て（報告） 

５．別添資料 1-1-1-1-⑤：入学者選抜方法活用依頼文 

６．別添資料 1-1-1-1-⑥：琉球大学医学部医学科推薦入学Ⅱ「地域枠」定員増

について 

７．別添資料 1-1-1-2-①：URGCC 基本方針に基づく主な実施事項等 

８．別添資料 1-1-1-2-②：URGCC における学習教育目標 

９．別添資料 1-1-1-2-③：学士教育プログラム（理学部物理系） 

10．別添資料 1-1-1-2-④：学部・学科等における３つの方針一覧（物理） 

11．別添資料 1-1-1-2-⑤：学士教育プログラム学習教育目標と URGCC 学習教育

目標との対応関係表（英語文化） 

12．別添資料 1-1-1-2-⑥：URGCC とは 

13．別添資料 1-1-1-2-⑦：ワークシート：DP・CP・AsP の対応関係（経営学） 

14．別添資料 1-1-1-2-⑧：卒業生や在校生のインタビュー記事 

15．別添資料 1-1-1-3-①：本学における大学教育の改善に関する取組について 



16．別添資料 1-1-1-3-②：他大学との連携による教学評価 IR 

17．別添資料 1-1-2-1-①：琉球大学大学院委員会規程 

18．別添資料 1-1-2-1-②：大学院教育の実質化等のための共通基準及び重点項

目、重点項目に基づく研究科・専攻ごとの重点目標・

個別目標に関する進捗状況 平成 27 年度実績（概要

及び抜粋） 

19．別添資料 1-1-2-2-①：農学研究科及び医学研究科改組の概要 

20．別添資料 1-2-1-1-①：琉球大学教育運営組織図 

21．別添資料 1-2-1-1-②：URGCC 琉球大学学士教育プログラム（表紙・目次） 

22．別添資料 1-2-1-2-①：大学資源の活用に関する基本的な方針 

23．別添資料 1-2-1-2-②：副専攻制度 

24．別添資料 1-2-1-2-③：琉球大学グローバル教育支援機構規則 

25．別添資料 1-2-1-3-①：大学教育の改善に係る取組に関する実施状況調査（基

準５・６・８） 

26．別添資料 1-2-1-3-②：本学における大学教育の改善に関する取組について 

27．別添資料 1-2-1-3-③：平成 26 年度 FD 実施調査 

28．別添資料 1-3-1-1-①：指導教員の手引き（表紙・目次）平成 25 年度版 

29．別添資料 1-3-1-1-②：琉球大学農学部最初の一歩（履修の手引き） 

30．別添資料 1-3-1-1-③：第２期中期目標・中期計画（H22～H27）期間の就職

センターの実績について 



31．別添資料 1-3-1-1-④：海外職場体験ツアー研修報告 

32．別添資料 1-3-1-1-⑤：「総合特別講義Ⅱ・Ⅲ」のシラバス 

33．別添資料 1-3-1-1-⑥：キャリア科目での自己評価（ルーブリック） 

34．別添資料 1-3-1-1-⑦：琉球大学就職センターが提供するキャリア科目の履

修モデル 

35．別添資料 1-3-1-1-⑧：うりずんプロジェクト 

36．別添資料 1-3-1-1-⑨：「琉大就職率」（沖縄タイムス 朝刊） 

37．別添資料 1-3-1-3-①：琉球大学学生援護会規則 

38．別添資料 1-3-1-4-①：琉球大学学生相談室規則 

39．別添資料 1-3-1-4-②：ニュースレター（Vol.16） 

40．別添資料 1-3-1-4-③：「平成 27 年度おきなわ学生相談フォーラム」を開催 

41．別添資料 1-3-1-4-④：琉球大学学生健康質問票 

42．別添資料 1-3-1-4-⑤：カウセリング通知文書 

43．別添資料 1-3-1-4-⑥：上原地区におけるカウンセリング・ルーム運用開始

の経緯等について 

44．別添資料 1-3-1-4-⑦：アウトリーチ記録表 

45．別添資料 1-3-1-4-⑧：琉球大学障がい学生支援室規程 

46．別添資料 3-2-2-1-①：第 2 期中期目標・中期計画における産学官連携推進

計画［沖縄産業振興・琉大推進プラン］ 

47．別添資料 3-2-2-1-②：沖縄健康バイオ産業ネットワーク規約 



 

 

48．別添資料 3-2-2-1-③：琉球大学産学官連携推進機構規則 

49．別添資料 3-3-1-1-①：琉球大学第二期中期目標・中期計画期間における「国

際交流・協力推進計画」 

50．別添資料 3-3-1-1-②：日本語科目シラバス（3科目）（抜粋） 

51．別添資料 3-3-1-2-①：琉球大学国際交流委員会専門委員会申合せ 

52．別添資料 3-3-1-2-②：「サンゴ礁島嶼系における気候変動による危機とその

対策」概要 

53．別添資料 3-3-1-3-①：国際交流協定締結大学一覧 

54．別添資料 3-3-1-3-②：海外文化研修Ｃ（スペイン語圏）シラバス（抜粋） 

55．別添資料 3-3-1-4-①：太平洋島嶼域海洋環境宣言 

56．別添資料 3-3-1-4-②：東シナ海を取り囲む大学間の共同研究に関する覚書 

57．別添資料 3-3-1-4-③：マレーシアサバ州森林局との部局間協定書 

58．別添資料 3-3-1-4-④：ハワイ大学マノア校図書館所蔵阪巻・宝玲文庫につ

いて 

 

 

 

 

 



別
添
資
料
1
-
1
-
1
-
1
-
①

-
1
-



-
2
-

別
添
資
料
1
-
1
-
1
-
1
-
②



平成27年6月8日

　　　　　　　　　　　　　　　　学部名等

検査項目 法　文　学　部 観光産業科学部 教　育　学　部 理　　学　　部 医　　学　　部 医　　学　　部 工　　学　　部 農　　学　　部

意見・要望等について

受験者を匿名化した元データ
（GPA等と関連付けたもの）を開
示してほしい。
GPA、平均だけでなくバラつきも
分かれば良い。
入試での得点があった方が、そ
の後の成績との関係が分かる
ので良い。入試の個別科目と入
学後の成績の相関を見れるよう
改善して欲しい。
入試制度の変更に活用するに
は、もう少し継続して見る必要が
ある（サンプルが足りない）。
一般入試と推薦入試の定員の
バランスを考える際に参考にし
てはどうか。
共通教育科目と専門科目の成
績を分けて知ることができれ
ば、入試の種類によって専攻が
期待する人材が採れたか否か
分かりやすいと思われる。
専攻内の何人かがインパクトを
与えて、全体の点数の上下が起
きているので、その個人別の理
由を知りたい。
社会人入試についての情報も
集計の対象にして欲しい。

・研究室からアクセスできる
と、もっと気軽に分析ができる
と感じた。

特になし 本システムを利用できるパソコ
ンが理学部事務室の１台のみで
あるため、教員等が利用しづらく
活用できません。

（医学科）
悪かった点にあるように、医学
科用への変更が必要である。
各科目のデータをそのまま、生
点数で残しておいていただけれ
ば、統計的な分析が可能とな
る。例えば、入試成績と学業成
績との相関を個人データで解析
できる上に、重回帰分析も可能
となる。
その結果を見て、入学者選抜改
善に利用したい。

（保健学科）
入学者の男女別、県内外別、入
試別、現役、一浪、２浪、３浪、４
浪以上別など、切り口の選択肢
を増やせると、より利用し易くな
ると思います。

入学者の男女別、県内外別、入
試別、現役、一浪、２浪、３浪、４
浪以上別など、切り口の選択肢
を増やせると、より利用し易くな
ると思います。

（今回の活用結果からの要望）
３年次特別編入学学生の入学
後の単位取得状況を知りたい。
こちらから入試課へデータを送
付・入力するシステム構築につ
き，検討を依頼する。

（前回からの要望）
データベースには、個人番号が
示されている（学生番号と思わ
れる）が、さらに、この番号の後
に、入試制度の属性（前期、後
期、推薦（農業高校または普通
高校））を見分けられる記号等
の追加について、検討を依頼す
る。それにより、現在の学部の
入試方法を解析する手立てが
得られると考えられる。

統計処理にはデータが不十分
であり，柔軟な分析が出来な
い。

特になし

各　　学　　部　　に　　お　　け　　る　　成　　績　　追　　跡　　シ　　ス　　テ　　ム　　活　　用　　状　　況　　一　　覧

利用してみて悪かった点

元データが開示されているわけ
ではなく、可能な分析が限られ
ている。

個人データ保護の観点からする
と、専攻に一人しかいない私費
外国人のデータを出す（特定で
きる）のは良くないでのはない
か。

分析の単位に学部全体や課程
ごとがなく、例えば学部全体や
課程単位でのGPAの学年による
推移等が確認したくてもできな
かった。

各専修・コースの年度ごとのセ
ンター試験点数の推移、GPAの
学年による推移が図示されて分
かりやすかった。

（保健学科）
比較対象用のデータを取得でき
た。

（医学科）
既受験者の入試の配点（面接
点）を変更し、合格者の変更を
試した。その結果をもとに、前期
日程入試の面接点を変更し、昨
年度から（昨年２月と今年2月）
の入試を行った。その結果、現
役の比率が、２０％前半から３
８％に増加した。なお、その入学
生の専門教育の成績を追跡す
る予定。
　

（医学科）
毎年度の報告と同様。学士編入
学生のデータが入力されていな
い。
医学科は後期にのみ成績判定
をするので、前期データのところ
でエラーが出る。前期に休学者
が大量に出ることになる。ＧＰＡ
にまとめてしまっているので、個
別科目の成績分析が不可能。

(医学科）
個人成績については解析が難し
いが、全体成績の推移が分か
る。また、入試の配点（面接点）
などの変更により、合格者の入
れ替わりが分かるので、入試改
革に利用できることが分かった。

（保健学科）
今回の資料作成について、特に
不具合は感じなかった。

入試種別に成績がまとめられて
おり，データがエクセルでダウン
ロード出来る。

データが入力されていないこと
が判明し，改善を要することが
明確になった。

学　　　　　部　　　　　・　　　　　学　　　　　科　　　　　で　　　　　の　　　　　活　　　　　用　　　　　状　　　　　況

学部・学科の入試制度においてシ
ステムの蓄積データをどのように
活用したか

入試委員会委員の側で、平成
21年度入学および22年度入学
の学生のデータについて、専攻
毎に「GPA総合」「GPA総合順
位」の全体推移および個人推移
をグラフ化し、これを各専攻に提
供し、内容を分析してもらった。
また、成績追跡システムの活用
法・改善案について、専攻の意
見を集約し、入試委員会MLでこ
れをシェアした。

（観光科学科）
・観光科学科における前・後
期日程と推薦Ⅰ学生の
入試形態別の一年次、二年
次の成績比較と前・後期日程
の入試成績と一年次、二年
次の成績比較をおこなってい
る
（産業経営学科）
・産業経営学科における前期
日程と推薦Ⅰ学生の4年間の
GPAについての比較分析を
行っている

平成29年度予定の学部改組に
関わり、学部の入学試験委員会
委員長が各専修・コースの年度
ごとのセンター試験点数の推
移、GPAの学年による推移など
を確認した。

利用していません。 （保健学科）
帰国子女特別選抜、私費外国
人留学生選抜それぞれの比較
対象として、前年度入学者（推
薦、前期、後期）の数学、理科、
面接のデータを用いた。

・成績追跡調査
・Ｈ19－21 入学生に対して，入
試種別毎の修学状
況及びＧＰＡの推移を調査

３年次特別編入学学生の入学
後，卒業までの成績推移を，一
般入試学生の推移と比較しよう
と試みた。

③利用してみて良かった点

入試制度とGPAの関係の概要
をみてとれる。
蓄積された統計値を視覚的に理
解・判断しやすい折れ線グラフ
や棒グラフなどにも変換してあ
ること。
途中退学の学生のデータから、
いつから成績が悪くなったかが
分かるので良い。

（観光科学科）
・入学後の成績が、二年次前
期の時点で大きく差が開く現
象がつかめた。
（産業経営学科）
・学年度ごとのＧＰＡの平均と
ともに、各々の学生のＧＰＡ変
化も見ることができるので、
深く分析することが可能で良
い。

-
3
-

別
添
資
料
1
-
1
-
1
-
1
-
③



2016 4 5  

29

40

3 1 H24 4 H27 H24 1 3
H25 2 3 H26 1 3 H27 3 3 5 H28 2 4
H29 0 4 H30 1 5

7

0.687  

18 6

 
4 4 H27 5

0.507
0.475  

2  

 

2013 12 4 ( )  10:30 11:30 

3  

GPA 2.0 ( )  

H20 GPA 2.0  

H23 2  

AO H21  

4  

-
4
-

別
添
資
料
1
-
1
-
1
-
1
-
④



-
5
-

別
添
資
料
1
-
1
-
1
-
1
-
⑤

入
学
者
選
抜
方
法
活
用
依
頼
文



琉球大学医学部医学科推薦入学Ⅱ「地域枠」定員増について（予告） 

琉球大学医学部医学科では、平成27年度入学から「地域枠」２名、新設「離島・北部枠」３名 計５

名の定員増を計画しております。 

本計画が文部科学省で認可された場合（１０月予定）、具体的な選抜方法等については、学生募集要

項等で公表する予定です。 

なお、本計画が認められなかった場合は、現行どおり１２名で募集します。 

実施学部・学科等 医学部 医学科 

募集人員（増員数） 地域枠 ２ 名※出願要件（２）除く 離島・北部枠 ３名 

出 願 要 件 

次の（１）～（５）に該当する者 

（１）沖縄県の高等学校を平成２５年４月１日以降に卒業した者及び平成２７年３月

に卒業見込みの者で出身学校長から推薦を受けた者 

（２）沖縄県内離島地域（石垣市、宮古島市、久米島町）ならびに沖縄県本島北部地

域（大宜味村、今帰仁村、本部町、名護市、宜野座村）に所在する高等学校を卒

業又は卒業見込みの者 

（３）沖縄県で将来の医療を担う強い意志があり，かつ沖縄県が貸与する奨学金の受

給を希望する者 

（４）人物，学力ともに優れ，健康で，高等学校における学習成績概評がＡ段階（全

体の評定平均値が４.３以上）の者 

（５）合格した場合は，入学することを確約できる者 

※沖縄県からの奨学金の概要 

本選抜での入学者全員に対し，沖縄県が学費，生活費など修学に必要な資金を貸付け

ます。 

入学者は入学時に沖縄県から奨学金貸与決定を受け，６年間奨学金を受給することになっ

ています。なお，卒業後，琉球大学医学部附属病院にて初期研修医として勤務し，その後は

地域医療センターのキャリアプログラムのもとで沖縄県知事が別途指定する医療機関で医

師として初期研修を合わせて計９年間従事していただきます。この場合，奨学金貸与額の全

額が免除されます。 

選 抜 方 法 等 

高等学校の長の推薦に基づき，大学入試センター試験の成績，個別学力検査等の成

績，調査書，推薦書及び志願理由書を総合して選考する。 

○大学入試センター試験利用教科・科目（５教科７科目）

・国 （国）

・地歴（世Ｂ，日Ｂ，地理Ｂ）

・公民（現社，倫･政経） 

・数 （数Ⅰ・数Ａ） 

（数Ⅱ・数Ｂ） 

・理 （物理，化学，生物から２） 

・外 （英（リスニングを含む）） 

○個別学力検査等

・小論文

・面接

備考 

※旧教育課程履修者の大学入試センター試験利用教科・科目については，平成２７年 

度入学者選抜における大学入試センター試験の数学・理科の旧教育課程履修者に対す 

る経過措置について（５０ページ）を参照。 

出 願 期 間 平成２６年１１月４日（火）～１１月１０日（月） 

選 抜 期 日 平成２６年１２月３日（水） 

合 格 発 表 平成２７年２月９日（月） 

そ の 他 各高等学校の長が推薦できる人数は，別表１（８３ページ）に定めるとおりとする。 

（注）離島・北部枠に該当する高等学校出身者は，地域枠での出願不可。 
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●学部・学科等における３つの方針一覧（平成２４年度）

学　　　部 学科（コース・専攻課程・専修等） 育成する人材 身につけるべき知識・能力等 卒業要件 求める能力・適性等
高等学校等で履修すべき科目や
習得しておくことが望ましい資格
等

入学者選抜の基本方針

まず１年次では、共通教育（一般教養を学ぶための講義等）と専門基礎教育
（専門的内容を学ぶ前の基礎知識・能力の習得を目的とした講義等） を主に
受けます。２～３ 年次にかけて専門分野の講義や実験を受けます。そして４
年次には、卒業研究で自分の興味がある分野の研究を行うとともに、より専
門的な内容を学べるようになっています。　１ 年次では、必修の専門科目とし
て基礎ゼミと海洋地学実習があります。基礎ゼミは大学生としての基礎能力（
日本語作文等） の向上を目的とした少人数でのゼミです。海洋地学実習では
野外で地層など地学的自然に触れ、琉球列島の地学的な面白さを体感し、琉
球弧の成立ちを考えるとともに、いろいろな専門分野があることも学びます。
また専門基礎の地球科学も必修として広範囲にわたる地球科学の基礎を習
得します。3年次から各コースに分かれ，より専門的な科目を履修します。海
洋地学研究法では英語テキストを中心とした専門基礎を学びます。4年次では
卒業研究に取り組み，海洋地学セミナーで論文紹介やレビューを行います。

【指導体制等】
地学系には、島弧とそれを取り巻く海洋底から地球内部で起きている現象に
ついて研究する「海洋地圏科学」と海洋を中心とした水圏・大気圏で起きてい
る現象について研究する「海洋水圏科学」の２つの大きな教育研究分野があ
り、岩石鉱物学、地球物理学、構造地質学、海底地質学、サンゴ礁地質学、
地震学、海洋大気学、海洋物理学、海洋堆積学、古海洋学等の分野で教育と
研究に取り組んでいます。琉球弧や周辺海域の成り立ち、特に亜熱帯域での
現在起こっている地学現象の解明を中心テーマとして、陸上および海洋域で
の調査・観測と室内実験等を活発に行っています。

化学的素養を基礎に幅広い分野で活躍できる人材を育成するために、１年次
から２年次にかけては、共通教育科目を中心に履修することになります。共通
教育科目を履修することにより、一般教養ならびに語学力を身につけ、人間と
しての視野を広げると共に専門分野を学ぶための基礎力を養います。入学直
後の１年次では、「基礎ゼミ」を必修として履修します。ここでは、新入生が大
学生活に慣れるために附属施設あるいは化学関連の施設の見学を行い、化
学分野の広さと魅力、化学が社会にどのように貢献しているか等を勉強しま
す。また、専門の講義を理解するための基礎固めとなる専門基礎教育科目で
ある先修科目の講義も同時に履修します。
２年次から化学のあらゆる分野の基礎となる物理化学、有機化学、分析化
学、無機化学の専門必修科目の履修がスタートします。具体的には、２年次
前後期で、無機化学、有機化学、物理化学、分析化学分野の必修の講義を、
２年次後期から３年次前期で前述４分野の必修の化学実験を履修します。

化学系では、琉球大学の求める学生像に従
い、自然を化学の目を通して見ることに興味
を持ち、本系が提供する教育カリキュラムで
修得した知識や技術等を社会に還元し、学
術研究の後継者、産業界をリードする技術者
および化学の教育を担う教師のみならず教
育界のリーダー的存在となる人材を求めてい
ます。したがって、化学系では、次のような資
質を持った人を求めています。
（１）物質や自然環境の成り立ちについて興
味を持っている人
（２）化学を学ぶための基礎知識を備えた人
（３）修得した化学の知識や技術等を社会に
役立てたい人

○一般入試
　個別学力試験を課していない後期
日程を希望する受験生は、入学後の
学習を円滑に進めるため、化学Ⅱの
学習を強く勧めます。化学Ⅱにおける
物質の構造および反応速度と化学平
衡は化学系での学習内容に密接に
関係しています。

・本学に４年以
上在学するこ
と。
・卒業に必要な
単位を１２４単位
以上修得するこ
と。
１２４単位の内
訳は以下の通
り。
○共通教育科目
３２単位以上
○専門基礎教育
科目１４単位以
上
○専門教育科目

○一般入試

　前期日程の試験では、大学入試センター試験および個別学力試験を通し
て、広い基礎学力を有する学生を評価し、選抜します。後期日程の試験で
は、大学入試センター試験および成績証明書（ 調査書） の内容を総合し
て、基本的な学力や学習意欲、適性、特記事項等を判断・評価し、選抜しま
す。

○推薦入試Ⅱ

　大学入試センター試験、面接および成績証明書（調査書）の内容を総合
的に評価し、選抜します。このうち、大学入試センター試験では基礎学力を
評価します。面接では、高い論理的思考能力と適性をもち、自然に対する
旺盛な探究心と自然科学の素養をもつ学生を評価します。成績証明書（調
査書）と面接では、特に化学に興味を持ち、これまでに化学（あるいは理科
全般）の作品展への出品あるいは化学クラブ等での活動および特記事項

○力学的な現象や電磁気学的な現
象を理解して説明できる。
○原子などのミクロな振舞いを量子
力学や熱・統計力学を用いて説明で
きる。
○基本的な計測技術、計算機利用
技術を修得している。
○基本的なプレゼンテーション能力
を修得している。
○普遍的・体系的な物理学の知識や
考え方を修得している。
○現代物理学に基づいた科学技術
の基礎的概念を理解し、それらを社
会の人々に説明できる。
○現代物理学の知識に基づいて自
然現象や物質の性質を探求する能
力を身につける。

・基本原理に基づいて、物質の構造・
性質・反応を理解することができる。
・実験に関する基本的な知識があ
り、適切に操作することができる。
・物質の性質を理解した上で、危険
性に応じた適切な取り扱い・処理が
できる。
・化学および関連する分野に関する
英語文献の読解ができる。
・コンピュータを用いてデータの処理・
解析、および情報の検索ができる。

【学部共通】
本学部は、「理学」における伝統的学問分
野をさらに充実させるとともに、沖縄の地理
的特性を活かした特色ある教育研究を一
層推進し、広く社会で活躍できる人材を育
成する学部です。本学部は、今日の急激な
学問展開と社会状況を考慮し(1)基礎科学
としての「理学」への期待と社会的要請に
応え、高い理想と広い視野、強い信念、国
際的素養を備えた人材の養成、(2)沖縄の
地域的自然特性等の教育研究及び基礎科
学が学問的土台になるような技術・環境・
文化等の社会的要請に対応できる教育研
究の推進を理念としています。

化学とは、物質を構成する原子や分子の
基本的な性質等を追求し、自然界に多様
に存在する物質を探究していく学問です。
したがって、化学系では、普遍的な基礎科
学の重要性を念頭に置き、基礎化学およ
び地域特性を活かした特色ある教育を推
進することを教育目的としています。その
ために、多様な物質の反応・構造・機能を
分子科学的に理解する上で必要な基礎
的な化学教育に加えて、新規物質の創成
や亜熱帯・島嶼・海洋の地域特性を活か
した天然物・環境分野の応用的な化学教
育を行い、亜熱帯島嶼の特性を加味した
特色ある化学教育を推進します。

教育理念・目的に沿った基礎化学お
よび地域特性を活かした特色ある教
育の中で修得した基礎知識および技
術等を積極的に社会に還元できる人
材および化学的素養を基礎に幅広い
分野で活躍できる人材の育成を目指
しています。

地学系では、自然科学、特に地球科
学や海洋科学の諸分野の教育・研究
をとおして、人格に優れ、真理と正義
を愛し、自主的精神に満ち、自主的行
動ができる心身ともに健康な人間を
育成します。

(1) 自然科学全般及び地球科学に関
する基礎学力。(2)自然科学に対する
広い視野と柔軟な思考力および論理
的表現能力。(3)プレゼンテーション
及び国際化に対応できるコミュニ
ケーション基礎能力および自己表現
能力。(4) 地球科学の知識等を総合
的に活用し、問題を解決することが
できる問題発見解決能力。

・本学に４年以
上在学するこ
と。
・卒業に必要な
単位を１２４単位
以上修得するこ
と。
１２４単位の内
訳は以下の通
り。
○共通教育科目
３２単位以上
○専門基礎教育
科目１３単位以
上
○専門教育科目
７９単位以上
○最終年次にお
いて、１年間卒
業研究を行い、
研究発表を行う
こと。

地学系では、地球と海洋に関する自然現象
に興味を持ち、意欲的に地球科学の知識を
身につけ、探究心に富む人を求めています。
特に熱帯・亜熱帯域の島弧や海洋で起きて
いる自然現象に興味のある人を求めます。

地学（ 地球科学） 分野は、数学と他
の理科分野（ 生物、物理、化学） の
能力を総合的に応用するような特性
を有しています。
ですから、高等学校或いは中等教育
学校（以下、「中等教育」） では、地学
だけではなく、これらの教科もしっかり
勉強することを受験生には望みます。
さらに、英語は実質的な国際共通語
として科学の分野では非常に重要な
役割があります。受験生は英語の勉
強も重視して下さい。

地学系は中等教育での教育課程を尊重するとともに、受験生が中等教育
で基本的な学力と思考力を身につけたかどうかを重視しています。また特
定の分野に偏るような試験内容や試験方法は避けるよう努力しています。
○大学入試センター試験
　一般入試（前期日程および後期日程）で受験する人には、大学入試セン
ター試験を課します。大学入試センター試験では、国語、地歴公民（世Ｂ、
日Ｂ、地理Ｂ、現社、倫、政経から１科目選択）、数学（数Ｉ・数Ａ、数Ⅱ・数
Ｂ）、理科（物理I、化学I、生物I、地学I から２科目選択）、外国語（英（リスニ
ングテストを含む）、独、仏、中、韓から１科目選択）の５教科７科目を課して
います。なお前記の数学では、中等教育で「工業数理基礎」、「簿記・会
計」、「情報関係基礎」の科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受
けた専修学校高等課程の学科の修了（見込み）の者に限り、これらの科目
で選択解答ができます。
○一般入試（前期日程）
　前期の個別学力検査では、数学（数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ・数Ｃ）と理
科（物Ⅰ・物Ⅱ・化Ⅰ・化Ⅱ・地Ⅰ・地Ⅱから１つを選択）を課しています。こ
れらの試験では記述式の問題を多く取り入れています。受験生の思考力や
記述力等を総合的にみるためです。
○一般入試（後期日程）
　後期の個別学力検査では、小論文を課しています。文章の読解能力や情
報の要約能力、および地球科学分野に対する興味や関心度、及び論理的
な文章の表現力等を評価します。
○帰国子女特別入試
　大学入試センター試験を課さず、小論文と面接を課し、それらの評価に基
づいて総合的に判定します。小論文では、文章の読解能力や情報の要約
能力、および地球科学分野に対する興味や関心度、及び論理的な文章の
表現力等を評価します。面接では、地球科学分野を勉強するための基礎
知識、および勉強しようとする意欲・熱意を中心に評価します。
○私費外国人留学生入試
　大学入試センター試験を免除し、独立行政法人日本学生支援機構が実
施する「日本留学試験」と本学が実施する面接の成績を総合判定します。
面接では、地球科学分野を勉強するための基礎知識、および勉強しようと
いう意欲・熱意を中心に評価します。

・本学に４年以
上在学するこ
と。
・卒業に必要な
単位を１２４単位
以上修得するこ
と。
１２４単位の内
訳は以下の通
り。
○共通教育科目
３２単位以上
○専門基礎教育
科目１３単位以
上
○専門教育科目
７８単位以上
○最終年次にお
いて、１年間卒
業研究を行うこ
と。

物理系は大別して、理論的な立場から物質と宇宙の根源に迫る「基礎物理
学」、 固体、液体、気体などの物質の特異性と多様性を理論的に探究する
「物性理論物理学」、または実験的に探究する「物性実験物理学」の３分野か
らなります。これらの３分野が連携して、入学してくる学生の教育にあたり、
個々の学生の個性や特性を生かす教育を行います。
具体的には、１年次から２年次にかけて「共通教育」を履修します。「共通教
育」では社会人として必要な教養を身につけ、人間としての視野を広げると共
に専門を学ぶための基礎力を養います。また、入学直後には「基礎ゼミ」を受
講します。「基礎ゼミ」では、１クラス５～６人の少人数に分かれて、大学生活
についてのアドバイスも含めた大学での修学方法や基礎的な物理等を学びま
す。さらに、物理学を学ぶために必要な基礎的な専門科目や演習科目を受講
します。１年次後期からは、専門科目として物理学の基盤をなす、力学、電磁
気学、量子力学、熱力学、統計力学、物理数学、物理学実験等を学びます。
また、計算機関連科目によって、コンピューターに対する技能や知識を高める
ことができ、現在の情報社会に適応できる幅広い力を身につけます。これらの
基礎学力を基に４年次では、上記の３分野（基礎物理学、物性理論物理学、
物性実験物理学）の各研究室に所属し、卒業研究を行います。卒業研究で
は、セミナーによって、その分野の物理学の知識を身につけ、研究、成果の発
表、まとめを通して、論理的思考力、洞察力、発想力、独創性等を身につけま
す。これらの特色ある教育を行うことによって、教育、研究、産業等のあらゆる
分野で活躍できる人を育てます。

【指導体制等】
物理系では、19名の専任教員が協力しながら、物理系の学生の教育を行って
います。各学年には、２名の指導教員がおり、教育面や生活面の相談や指導
を行っています。学年が上がれば就職や進学の相談や指導も行います。教
育・生活指導の一環として、学期毎の年次懇談会や毎年夏に催される１年次
と３年次の合同研修も行っています。入学時から卒業時まで、同一の教員が
教育・学生生活指導を担当し、学生に対してきめ細かい指導ができるように配
慮しています。また、１年次の初めには、「基礎ゼミ」という科目で少人数教育
を行い、大学生活になじめるようにサポートも行っています。４年次になると、
研究室に配属され、卒業研究の指導教員と年次指導教員が連携して学生の
指導にあたっています。

物理系では、教育理念・目的に基づいて、次
のような人を求めています。

①　基礎学力を備え、科学的好奇心に富み、
探究心や勉学意欲の強い人
②　科学的な基礎知識や思考法を学び、そ
れらを社会人として生かしたい人
③　物理系の勉学を基に、広い意味での科
学者として自らを磨く人

高等学校で履修してほしい科目は、
物理Ⅰ、物理Ⅱおよび数学Ⅰ・Ａ、数
学Ⅱ・Ｂ、数学Ⅲ・Ｃ です。後期日程
の入試には課していませんが、入学
後の学習を円滑に進めるため、物理
Ⅱと数学Ⅲの学習を強く勧めます。物
理Ⅱにおける原子物理の範囲は物理
系での学習内容に密接に関係します
ので、入試終了後でもよいから学習し
ておくことを勧めます。

◯一般入試前期日程
高等学校等で身に付けた基礎学力や思考力を重視し、５教科７科目の大
学入試センター試験（国語、地歴・公民、数学、理科、外国語）を課していま
す。個別学力試験では、数学と理科（物理）を課し、数学と理科の成績を重
視した選抜を行っています。

◯一般入試後期日程
高等学校等で身に付けた基礎学力や思考力を重視し、５教科７科目の大
学入試センター試験（国語、地歴・公民、数学、理科、外国語）を課していま
す。大学入試センター試験の数学と理科の配点を高くする傾斜配点によ
り、数学と理科の成績を重視した選抜を行っています。

◯推薦入試II（大学入試センター試験を課す）
高等学校等で身に付けた基礎学力や思考力を重視し、５教科７科目の大
学入試センター試験（国語、地歴・公民、数学、理科、外国語）を課していま
す。それに加えて、面接試験を行うことにより、勉学意欲、適性、自主性等
を併せ持っている人を選抜します。

◯帰国子女特別入試
個別学力試験の小論文や面接等を通して、自然科学についての総合的な
力、学習への意欲、適性等を併せ持っている人を選抜します。

◯私費外国人留学生入試
日本留学試験（日本語、理科２科目、数学）を課しています。それに加え
て、面接試験を行うことにより、物理学の基礎学力（数学の基礎学力も含
む）、学習への意欲、適性等を併せ持っている人を選抜します。

理
学
部

物
質
地
球
科
学
科

地
学
系

【学部共通】
本学部は、「理学」における伝統的学問分
野をさらに充実させるとともに、沖縄の地理
的特性を活かした特色ある教育研究を一
層推進し、広く社会で活躍できる人材を育
成する学部です。本学部は、今日の急激な
学問展開と社会状況を考慮し(1)基礎科学
としての「理学」への期待と社会的要請に
応え、高い理想と広い視野、強い信念、国
際的素養を備えた人材の養成、(2)沖縄の
地域的自然特性等の教育研究及び基礎科
学が学問的土台になるような技術・環境・
文化等の社会的要請に対応できる教育研
究の推進を理念としています。

地学系の教育の理念・目的は、真の自然
科学的教養と知性を身につけて、将来の
仕事でそれを十分に発揮していける人間
を育成することにあります。

理
学
部

物
質
地
球
科
学
科

物
理
系

【学部共通】
本学部は、「理学」における伝統的学問分
野をさらに充実させるとともに、沖縄の地理
的特性を活かした特色ある教育研究を一
層推進し、広く社会で活躍できる人材を育
成する学部です。本学部は、今日の急激な
学問展開と社会状況を考慮し(1)基礎科学
としての「理学」への期待と社会的要請に
応え、高い理想と広い視野、強い信念、国
際的素養を備えた人材の養成、(2)沖縄の
地域的自然特性等の教育研究及び基礎科
学が学問的土台になるような技術・環境・
文化等の社会的要請に対応できる教育研
究の推進を理念としています。

◯　教育の理念
　物理学は、自然のさまざまな振る舞いの
奥にある基本法則を明らかにし、それに
基づいてミクロな世界から宇宙までの自
然現象を統一的に理解しようとする学問
で、さまざまな分野に影響を与えてきまし
た。そのため、現在では物理学は人間の
生活に密接にかかわりを持ち、なくてはな
らない重要な学問になっています。物理系
では、このような普遍的・体系的な物理学
の知識や考え方を身に付けるために、基
礎から積み重ねた教育を行うことを目指し
ています。

◯　教育の目的
　物理学は自然の認識についての人類の
知的、文化的営みにとどまらず、現代科
学を支える基礎であり、私たちの社会基
盤を支える基礎学問です。社会における
これらの重要性を考えれば、基礎科学とし
てのこれまでの物理学を継承し、それを持
続的に発展させて人類の知の最前線を拡
大することが我々に与えられた使命です。
物理学では、このような観点に基づいて、
未知の自然を探求する創造的な研究活
動が行われています。それによって確立さ
れた物理学を体系的に理解することに
よって普遍的知識や考え方を身に付け、
社会や学問の世界において自立できる人
間を育てるとともに、物理学を通して人類
の幸福と社会の進展に普遍的に貢献でき
る人を育てることを目的としています。

○物理学を体系的に学ぶことによっ
て専門的知識や考え方を身につけ、
科学技術の研究や発展に貢献できる
人を育てます。
○物理学を通して得た専門的知識や
考え方を継承し、それらを発展させて
人類の文化に貢献できる人を育てま
す。
○物理学を体系的に理解することに
よって普遍的知識、柔軟な論理的思
考力、問題解決能力、普遍的考え方
を身につけ、社会の変化・発展に柔
軟に対応できる人を育てます。
○物理学を学んで身につけた知識と
能力を発揮して、人類の幸福と社会
の進展に貢献できる人を育てます。

入学者受入方針
※求める学生像（アドミッション・ポリシー）

様式３

学
部

学
科

コース・専攻
課程

・専修・系等
の別

教育理念・目的
学位授与方針

（ディプロマ・ポリシー） 教育課程の編成・実施方針
（カリキュラム・ポリシー）

※教育プログラム（教育課程の内容・特色等）

○琉球大学の基本理念
琉球大学は、「自由平等、寛容平和」という建学の精神を継承・発展させて、「真理の探究」、「地域・国際社会への貢献」、「平和・共生の追求」を基本理念とする。

○中期目標
（人材像）

琉球大学は、「普遍的価値を身につけた21世紀型市民として、地域社会及び国際社会の発展に寄与できる人材」を養成する。具体的には次の４点にまとめられる。

① 豊かな教養と自己実現力を有し、総合的な判断力を備えた人材
② 優れた専門性を持ち、地域社会及び国際社会に貢献する人材

③ 外国語運用能力と国際感覚を有し、国際社会で活躍する人材

④ 地域の歴史と自然に学び、世界の平和及び人類と自然の共生に貢献する人材

○学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
学位授与に関する基本的な考え方について、各大学が、その独自性並びに特色を踏まえ、まとめたもの。この方針において、卒業（修了）生に身につけさせるべき能力に関する大学の考えを示すことにより、受験者が大学を選択する際や、企

業等な卒業（修了）生を採用する際の参考となる。

○教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）
教育課程の編成及び実施方法に関する基本的な考え方をまとめたもの。この方針の策定に当たっては、教育課程の体系化、単位の実質化、教育方法の改善、成績評価の厳格化等について留意することが必要である。

○入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
各大学・学部等が、その教育理念や特色等を踏まえ、教育活動の特徴や求める学生像、入学者の選抜方法等の方針をまとめたもの。この方針は受験者が自らにふさわしい大学を主体的に選択する際の参考となる。
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自律性 社会性 地域・国際性
コミュニケー
ション・スキル

情報リテラシー 問題解決力 専門性

自分自身が掲げる目
標の達成に向けて、
自律的に学習し行動
することができる。

市民として社会の規
範やルールを理解
し、倫理性を身につ
け、多様な人々と協
調・協働して行動でき
る。

地域の歴史と自然に
学び、世界の平和及
び人類と自然の共生
に貢献することができ
る。

言語（日本語と外国
語）とシンボルを用い
てコミュニケーション
を行い、自分の考え
や意思を明確に表現
することができる。

幅広い分野の情報や
知識を多様なチャン
ネルから収集し、適切
に理解した上で取捨
選択し、活用すること
ができる。

批判的・論理的に思
考するとともに、これ
までに獲得した知識
や経験等を総合して
問題を解決すること
ができる。

専攻する学問分野に
おける思考法、スキ
ル、知識等を体系的
に身につけ、活用す
ることができる。

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

自らの見解と意見を、説得力ある表現で
伝達することのできる能力

他者との議論、意見交換を通して多様な
見解や価値観を学び、自らの意見に反
映させる能力

自らの地域社会のみならず、地球的視
野で物事を判断し、行動する能力

異なる文化背景・国籍をもつ人々と協力
し、共生できる能力

（URGCC学習教育目標と関連があるとして，○印を付けた理由）
国際的な場面で活躍する能力の育成は、自律性、社会性、地域・国際性の育成を必然的に伴うため。また、高度な英語運用能力の育成はコミュニケーション・
スキルの育成に直結しており、本プログラムの専門性の重要な一部であるため。

（URGCC学習教育目標と関連があるとして，○印を付けた理由）
自主的な情報収集能力および主体的な見解を導く能力の育成は自律性の育成につながるため。また、情報を正確に整理・分析し、主体的な見解を導く能力の
育成は、情報リテラシーおよび問題解決能力の育成に連係しており、専門分野で身につけるべき能力の一つでもあるため。

（URGCC学習教育目標と関連があるとして，○印を付けた理由）
自らの見解と意見を、説得力ある表現で伝達することのできる能力の育成は、コミュニケーション・スキルの育成に直結しているため。また、この能力の育成は
自律性、社会性および地域・国際性の涵養にもつながり、専門分野で身につけるべき能力の一つでもあるため。

（URGCC学習教育目標と関連があるとして，○印を付けた理由）
多様な見解や価値観を学び、自らの意見に反映させる能力は、コミュニケーション・スキルおよび専門分野で身につけるべき能力の中に含まれるため。また、こ
の能力の育成は社会性、地域・国際性、問題解決力の育成にもつながるため。

（URGCC学習教育目標と関連があるとして，○印を付けた理由）
地域社会のみならず、地球的視野で物事を判断し、行動する能力は、地域・国際性に直結し、社会性、問題解決力とも連係しているため。また、この能力は本
プログラムの育成する人材像の中核をなすものであり、専門性の育成にも深く関わっているため。

　学士教育プログラム学習教育目標とURGCC学習教育目標との対応関係表

（URGCC学習教育目標と関連があるとして，○印を付けた理由）
異なる文化背景・国籍をもつ人々と協力し、共生できる能力は、地域・国際性の育成に直結しているため。また、この能力はコミュニケーション・スキルや社会性
とも連係しており、専門分野で身につけるべき能力の一つでもあるため。

　　　英語文化　　　学士教育プログラム

　学士教育プログラム名称　　　　　　　

学
士
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
教
育
目
標

URGCC学習教育目標

国際的な場面で活躍するための高度な
英語運用能力

自主的に情報を収集し、それを正確に整
理・分析することによって、主体的な見解
を導く能力
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-
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URGCC（琉大グローバルシティズン・カリキュラム）とは？ 

URGCC（University of the Ryukyus Global Citizen Curriculum）とは、21 世紀型市民を養成す

るために琉球大学が平成 24 年度から導入する新カリキュラムのことをいいます。他の国立大学とは

異なった歴史を持つ本学では、沖縄をはじめ県外の学生、アジアを中心とした外国より留学生が集う

など多様な人材が集まる場所となっています。世界へ拓かれ、沖縄と世界の「津
しん

梁
りょう

（架け橋）」とな

る人材を輩出できるよう学士としての質を保証するためのカリキュラムが URGCC です。本冊子は、

新入生の皆さんに URGCC とはどのような取組であるのかを説明するために作られました。 
 
皆さんは琉球大学で学生生活を送るにあたって、本学が用意する 29 の学士教育プログラムのうち

いずれかに所属することになります。図１はURGCCと各学士教育プログラムの関係を示しています。

この図から分かるように、URGCC の理念は皆さんがどのプログラムに所属していても共通に関わっ

てくるものなのです。

図１ URGCC と 29 の学士教育プログラムの関連イメージ図

それでは URGCC とは、具体的にどのようなことを行う取組なのでしょうか？ 
URGCC では琉球大学の学生が達成すべき学習教育目標として、「自律性」、「社会性」、「地域・国際

性」、「コミュニケーション・スキル」、「情報リテラシー」、「問題解決力」、「専門性」の７つを定めて

います。表１には、その具体的な内容を示しています。新入生の皆さんは、これら７つの目標を卒業

時までに達成できるように取り組んでいくことになります。

皆さんが所属する学士教育プログラムのページを開いてみてください。そこには卒業までの４（６）

年間をかけて歩む道のりをイメージできるように、卒業時に授与される学位の種類をはじめ、学部・

学科等に共通の教育目標、プログラムの学習教育目標、プログラムの教育内容・方法、学習教育目標

の達成に向けた具体的な取組、そして卒業後の進路について分かりやすく書かれています。

ところで、皆さんの中には、URGCC 学習教育目標と学士教育プログラムの学習教育目標が同じ言 

表１ ７つの URGCC 学習教育目標 

葉で表現されていないことに気づいた方がいるか

もしれません。これは全部で 29 ある学士教育プ

ログラムの内容が多彩であり、一つの言葉で全て

の学習教育目標を捉えることが難しいためです。

しかし、たとえ言葉は違っていても URGCC 学習

教育目標と各学士教育プログラムの学習教育目標

は、基本的に同じ方向を目指していると言えます。

表２はこのことを例示したものです。この表のよ

うに、本学では、URGCC と各学士教育プログラ

ムの学習教育目標の対応関係を把握しておくこと

で、大学教育全体のバランスをとるようにしてい

るのです。

表２ 各学習教育目標の対応関係の一例

さて、これから皆さんは所属する学士教育プロ

グラムにおいて、それぞれに掲げられている学習

教育目標の達成に向けて４（６）年一貫教育（共

通教育等、専門教育）を受けていきます（図２参

照）。そして、皆さんが卒業するまでにその学習教

育目標を達成することで、「学士学位」が授与され

ることになります。この時、URGCC 学習教育目

標も同じく達成できたことになります。

新入生の皆さんは、学生生活を送る中で日頃からこれらの学習教育目標を意識し、その意味を十分

に理解するよう心掛けてください。そして、卒業するまでに自分がどのような能力を身につけるべき

か、あるいはどのような進路を歩むべきか等について主体的に目標を定め、その目標の達成に向けて

大いに励んでください。皆さんの学生生活が充実したものとなることを心より願っています。

自律性 自分自身が掲げる目標の達成に向けて、自律的に学習し行動することが

できる。

社会性 市民として社会の規範やルールを理解し、倫理性を身につけ、多様な人々

と協調・協働して行動できる。

地域・国際性 地域の歴史と自然に学び、世界の平和及び人類と自然の共生に貢献する

ことができる。

コミュニケーション・スキル 言語（日本語と外国語）とシンボルを用いてコミュニケーションを行い、

自分の考えや意思を明確に表現することができる。

情報リテラシー 幅広い分野の情報や知識を多様なチャンネルから収集し、適切に理解し

た上で取捨選択し、活用することができる。

問題解決力 批判的・論理的に思考するとともに、これまでに獲得した知識や経験等

を総合して問題を解決することができる。

専門性 専攻する学問分野における思考法、スキル、知識等を体系的に身につけ、

活用することができる。

目標A 目標B 目標C 目標D

自律性 ○

社会性 ○

地域・国際性 ○

コミュニケーション・

スキル
○

情報リテラシー ○

問題解決力 ○

専門性 ○

※表中の○は各学習教育目標の対応箇所を示しています。

□□学士教育プログラムの学習教育目標（例）

U
R
G
C
C
学
習
教
育
目
標 学士学位の授与

URGCC学習教育目標

学士教育プログラム学習教育目標

共通教育等 専門教育

学習教育目標の達成

４ （６） 年 一 貫 教 育

対
応

図２ 学士学位授与までの流れ
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1

琉大グローバルシティズン・カリキュラム

“ＵＲＧＣＣ”を通じて身につける7つの学習教育目標琉球大学ではすべての教育活動を「ＵＲＧＣＣ*」という発想のもとに行い
学生を世界との津梁（架け橋）となる21世紀型市民に育みます
*University of the Ryukyus Global Citizen Curriculum / 琉大グローバルシティズン・カリキュラム

コミュニケーション・スキル
言語（日本語と外国語）とシン
ボルを駆使、自分の考えや意
思を明確に表現すると同時に、
他者も着実に理解できる。

情報リテラシー
幅広い分野・領域の情報を多
様なチャネルから収集、適切に
理解しながら取捨選択し、運用
していくことができる。

問題解決力
ものごとを論理的かつ批判的
に思考することで問題点を見
つけ、それまでに得た知識や経
験をもとに解決していける。

専門性
専攻する学問分野の思考法、
知識、スキル等を体系的に身
につけ、プロフェッショナルとし
て活用していくことができる。

自律性
自ら定めた将来目標の達成に向けて、自分自身を厳しく律
し、あらゆる学習や行動を主体的に行っていくことができる。

社会性
市民としての道徳や社会規範、ルールを確実に理解して倫理
性を身につけ、多様な人 と々協調・協働していくことができる。

地域・国際性
地域の文化・歴史・自然を知覚し、それらを国際社会に発信
しつつ、世界の平和や自然との共生に貢献できる。

沖縄経済への貢献をめざして挑んだ
学部3年次での「公認会計士」試験合格は
ＵＲＧＣＣがもたらした結果です

高校教員をめざす私自身はもちろん
故郷“FUKUSHIMA”の生徒たちも一緒に
21世紀型市民へ成長していきたい

観光産業科学部 
産業経営学科3年次（取材時）

上原 行雲
沖縄県 普天間高等学校出身

●琉大では共通教育等科目から学部の専門科目まで、あらゆる学びをＵＲＧＣＣ
（University of the Ryukyus Global Citizen Curriculum / 琉大グローバル
シティズン・カリキュラム）という発想のもとに行い、地域性と国際性が融和する沖縄
だからこそ可能な“21世紀型市民”の養成につなげています。
●私の場合、学部3年次で「公認会計士」試験に合格したわけですが、
それはＵＲＧＣＣがもたらした結果でもあります。
●なぜなら、琉大に入学するまで「公認会計士
になろう」と思ったことは一切なく、ＵＲＧＣＣが
掲げるチャレンジ精神の体現として、先生方から

「キミならできる」と示唆されたのが、すべての始
まりだったからです。
●また、公認会計士の超難関試験を突破するには、
強烈なモチベーションが必要です。私にとって、その
土台となったのは「生まれ育った沖縄経済の発展に
寄与したい」という思いであり、それはＵＲＧＣＣの考え方に相通じるものでした。
●卒業後、私は内定を得ている東京の大手監査法人に公認会計士として就職します。
しかし、沖縄には上場企業が数社しかなく、地域経済を活性化させる資金も多くは流
入してきません。将来的には沖縄企業の上場を支援したいと考えており、その日に向
けて経験を積んでいきます。
●さらに、就職先のクライアントの多くは海外展開しています。Ｕ
ＲＧＣＣが養成をめざす21世紀型市民にふさわしく、私が海外赴
任することもあるでしょう。その準備として4年次に2カ月間ほど
留学し、英語力を磨くことも考えています。
●このＵＲＧＣＣを通じて始まった私のチャレンジが、グローバ
ルな活躍をめざす後輩たちへ、受け継がれていくことを大いに
期待しています。

●「目標は故郷の福島で数学教員になることです」。そう言うと必ず「それでなぜ福島か
ら沖縄に？」と聞かれます。実際、数学の教員になるためだけなら、琉大に来る必要はな
いかもしれません。
●それなのに、私が今ここにいるのは、高校の担任の先生から「本人に気概があれば数
学はどこでも探究できる。福島を一旦はなれ、異なる環境に身をおくべき。人はそうして
成長する」とアドバイスされたのがきっかけでした。
●しかも、その先生は大の沖縄好きで、琉大出身の数
学の先生と一緒に“琉球大学でしか得られない体験”
の数々を話されました。それで「琉大生になる」と決心
した私を親や友人たちは驚きましたが、あの日から約
1年、「ここに来てよかった!!」との思いが強まり続け
ています。
●その思いは、離島でのフィールドワークや紺碧の
海に日々潜るダイビング部の活動など、あのとき高
校の先生方が話された“琉球大学でしか得られな
い体験”の数々によるものですが、近頃「それらも
ＵＲＧＣＣなのかもしれない」と考えています。
●実際、ダイビングは“琉大ならでは”と思って始
めた部活でしたが、共通教育等科目で履修した「沖縄
のサンゴ礁」という授業とリンクし、いろんな気づきを得ることができました。それ
は環境保全と経済の関係性だったりですが、そういったことを考えるようになったのも、
ＵＲＧＣＣが養成をめざす21世紀型市民へ、私が近づいている証しのように感じます。
●卒業後、私の数学の授業は沖縄や琉大の話で“脱線”しがちでしょうけれど、それも
ＵＲＧＣＣの“わたし”的な実践です。世界語になってしまった“FUKUSHIMA”の高校
生たちに夢と意欲を与え、彼女ら・彼らが、21世紀型市民に育っていくことにつなげた
いと思っています。

すべての教育活動を貫く「ＵＲＧＣＣ」がめざすのは、学生を世界との津梁（架け橋）となる21世紀型市民へ
養成することであり、各学部が展開する学士教育プログラム（専門学習）ともリンクしています。
また「ＵＲＧＣＣ」には学士としての質を保証するという側面もあり、
自律性、社会性、地域・国際性、コミュニケーション・スキル、情報リテラシー、問題解決力、専門性という

「7つの学習教育目標」を設定しています。

voice

理学部 
数理科学科1年次（取材時）

菅野 由莉
福島県 福島東高等学校出身

voice

University of the Ryukyus Global Citizen Curriculum

琉大グローバルシティズン・カリキュラム

特集

オキナワンダフル

Okinawonderful!!Okinawonderful!! 琉球大学でしか得られない体験

21世紀型市民を養成する

ＵＲＧＣＣ
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ハイライト表示

hy003
テキストボックス
（出典：2014琉球大学案内）
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琉球大学大学院委員会規程 

○琉球大学大学院委員会規程

昭和５８年７月２６日 

  制        定 

（目的） 

第１条   この規程は，琉球大学大学院学則第８条の２第２項の規定に基づき，琉球大学大学院委員会（以下「委

員会」という。）に関し，必要な事項を定めることを目的とする。 

２ 委員会は，教育研究評議会の下に置く。 

（審議事項） 

第２条   委員会は，次に掲げる事項を審議する。 

 (1)琉球大学大学院学則，琉球大学学位規則（学士の学位に関するものを除く。）その他重要な規則の制定改廃

に関すること。 

 (2)各研究科間の連絡調整に関すること。 

 (3)その他大学院に関する重要事項 

 （組織） 

第３条   委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

 (1)主として教育を担当する理事又は副学長並びに主として研究を担当する理事又は副学長 

 (2)研究科長 

 (3)各研究科の専任の教授のうちから１人。ただし、理工学研究科にあっては副研究科長 

 (4)学長が特に必要と認める者 

２ 前項第３号及び第４号の委員は，学長が任命する。 

（任期） 

第４条   前条第１項第３号及び第４号に規定する委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じ

た場合の補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条   委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は，第３条第１項第１号に規定する主として教育を担当する理事又は副学長をもって充て，副委員長

は，委員長があらかじめ指名する委員をもって充てる。 

３ 委員長は，委員会を招集し，その議長とする。 

４   委員長に事故があるとき又は欠けたときは，副委員長がその職務を代行する。 

（会議） 

第６条   委員会は，委員の過半数の出席がなければ，会議を開くことができない。 

２   議決を要する事項については，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。

（意見の聴取） 

第７条   委員会が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。 

（専門委員会） 

第８条  委員会が必要と認めるときは，専門委員会を置くことができる。 

（庶務） 

第９条   委員会の庶務は，学生部教務課において処理する。 

 （改廃） 

第１０条 この規程の改廃は，教育研究評議会の議を経て学長が行う。 

附   則 

１   この規則は，昭和５８年８月１日から施行する。 

２   この規則の施行後，最初に任命される第３条第３号の委員の任期は，第５条の規定にかかわらず，昭和６０

年３月３１日までとする。 

附   則（平成３年８月２７日） 

この規則は，平成３年８月２７日から施行し，平成３年７月１日から適用する。 

附   則（平成１０年３月３１日）

この規則は，平成１０年４月１日から施行する。 

附   則（平成１２年５月１日）

この規則は，平成１２年５月１日から施行し，平成１２年４月１日から適用する。 

附   則（平成１８年３月２８日）

この規程は，平成１８年４月１日から施行する。 

附   則（平成１９年５月２９日）

この規程は，平成１９年７月１日から施行する。 

附   則（平成２１年４月２８日）

この規程は，平成２１年４月２８日から施行し，平成２１年４月１日から適用する。 

附  則（平成２２年３月３０日）  

 この規程は，平成２２年３月３０日から施行し，平成２２年３月１日から適用する。 

附  則（平成２３年６月１５日）  

 この規程は，平成２３年６月１５日から施行し，平成２３年４月１日から適用する。 

（出典：琉球大学規則集） 
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大学院教育の実質化等のための共通基準及び重点項目、重点項目に基づく研究
科・専攻ごとの重点目標・個別目標に関する進捗状況 平成 27 年度実績（概要
及び抜粋） 

平成 2７年度報告及び最終まとめ（概要） 

「第２期中期目標期間中における大学院教育の実質化等のための取組に関する実施要項」に基づ
き，平成２７年度の取組に関する報告及び最終まとめの報告を行う。 

（１）共通基準に関する整備状況について 
⇒ 共通基準の次の７つの項目に関する各専攻の整備状況においては、平成 26 年度までに全

ての専攻で『整備済』との回答があり、大学院設置基準に対応した最低限の基準は整備され
ていると認識できる。 

共通基準その１（資料２-2） 
１．人材養成の明確化等（①身に付けさせる知識・技能の明確化、②学位授与基準[修了認定

の要件]等の明示） 
２．目的に沿った体系的な教育課程の編成等（①体系的な教育課程の編成等，②シラバスの

作成，授業・研究指導方法等の明示） 
３．入学者受入れ方針等（①求める学生像の明示、②公正で開かれた入学者選抜の整備） 

共通基準その２（資料２-３） 
４．教員組織の整備等（研究指導教員数及び研究指導補助教員数の状況：設置基準以上） 
５．FD の実施体制等 
６．情報公開  
７．厳正な学位審査体制の確立 

（２）『重点目標』に関する状況について （資料２-４） 
⇒ 重点目標については，進捗状況を表す『完了』・『順調』・『遅滞』のうち、全ての専攻で『順調』

または『完了』である。
・人文社会科学研究科（M、D）…順調 
・観光科学研究科（M）…完了 
・教育学研究科（M）…順調 
・医学研究科（M、D）…完了 
・保健学研究科（M、D）…順調 
・理工学研究科（M、D）…完了 
・農学研究科（M）…順調 

（３）『個別目標』に関する状況について （資料２-５） 
⇒ 個別目標については，進捗状況を表す『完了』・『順調』・『遅滞』のうち、取組目標を掲げた全

ての専攻で『順調』または『完了』である。
・人文社会科学研究科（M、D）…個別目標は掲げていない。 
・観光科学研究科（M）…完了 
・教育学研究科（M）…順調 
・医学研究科（M、D）…完了 
・保健学研究科（M、D）…順調 
・理工学研究科（M、D）…完了 
・農学研究科（M）…個別目標は掲げていない。 

（４）法務研究科の進捗状況等 （資料２-６） 
＊法務研究科における取組の進捗状況については，文部科学省が毎年実施するフォローアップの内

容を確認することをもって代えており，以下の項目に即して取り組まれている。 
１．入学者の質と多様性の確保に関する取組状況 

（１）競争性の確保に関する取組 
（２）適正試験の改善に関する取組 
（３）多様な人材の確保に関する取組 

２．修了者の質の保証に関する取組状況 
（１）共通的な到達目標の設定と達成度評価方法に関する取組（重点） 
（２）教育内容の充実と厳格な成績評価・修了認定の徹底に関する取組（重点） 
（３）司法試験の合格者数の一定の確保に関する取組（重点） 

３．教育体制の充実に関する取組状況 
（１）質の高い教員の確保（ダブルカウントの見直し）に関する取組 
（２）入学定員の見直しと大学における教育課程の共同実施・統合等の促進に関する取組
（３）法科大学院教員の養成体制の構築に関する取組 
（４）教員の教育能力の向上に関する取組 

４．質を重視した評価システムの構築に関する取組 
（１）積極的な情報公開の促進に関する取組 

（出典：平成 27 年度第 1 回大学院委員会資料） 
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平成24年4月1日

教育研究評議会

全学的教育運営・実施組織

共通教育等の企画・調整・実施組織 審　議　・　検　討　組　織 実　施　組　織
大学教育の調査研究・開発組織

学部教育委員会等

学士教育プログラム

　学士課程教育の基本の単位として設置。

科目提供責任学部・総括学部等

URGCC推進支援室

大学教育改善等委員会 全学学士教育プログラム委員会

科目企画委員会 全学教育委員会構成員

そ　の　他

総括学部等

科目企画小委員会（10委員会）

琉　球　大　学　教　育　運　営　組　織　図

大学教育センター
全学教育委員会

○設置目的
　共通教育等の企画，調整及び実施，大学教育の充実・
向上のための調査研究及び開発

○構成員
　(1) センター長
　(2) 副センター長（共通教育等企画担当及び研究開発
担当）
　(3) 専任教員

○審議事項
　大学教育の基本方針及び共通教育等の教育課程の編成，企画，調整及び実施並び
に教育課程の改善等，大学教育に関する重要事項

○構成員
　(1) 主として教育を担当する理事及び主として国際交流を担当する理事
　(2) 学長が指名する副学長
　(3) 附属図書館長
　(4) 大学教育センター長及び副センター長
　(5) 大学教育センター専任教員
　(6) 総合情報処理センター長，留学生センター長，外国語センター長，就職センター長
及びアドミッション・オフィス室長
　(7) 各学部の教育委員会等の委員長
　(8) 科目企画委員会委員長及び副委員長
　(9) 大学教育改善等委員会委員長及び副委員長
　(10) 全学学士教育プログラム委員会委員長及び副委員長
　(11) 学生部長
　(12) 学長が特に必要と認める者

○科目的提供責任学部
　共通教育等の基本方針、開設授業科目等に基づ
く開設授業科目の実施方法等のとりまとめ、担当教
員の手配等。

○総括学部等
　共通教育等の授業科目区分に係る他の科目提供
責任学部の総括。

○審議事項
　共通教育等の企画，調整及び実施並びに教育課程の
改善等の業務の円滑化（科目企画委員会及び大学教育
改善等委員会に関すること及び全学教育委員会の審議
事項の原案作成等）。
　共通教育等の総括学部として科目提供責任学部を総
括（総合科目、琉大特色科目、情報関係科目）

○構成員
　(1) センター長
　(2) 副センター長（共通教育等企画担当及び研究開発
担当）
　(3) 科目企画委員会副委員長
　(4) 大学教育改善等委員会副委員長
　(5) センター専任教員
　(6) 教務課長
　(7) センター長が特に必要と認める者

共通教育等の授業科目区分に係る他の科目提供
責任学部の総括。
　留学生センター（日本語・日本事情科目）

各　学　部（７学部）

　学部における教育課程の編成、大学教育の自己
点検・評価及び改善等についての審議、全学教育
委員会等と連携した共通教育等の円滑な運営。

共同利用施設等

附属図書館、総合情報処理センター、留学生セン
ター、外国語センター、就職センター、アドミッション
オフィス

大学評価センター、生涯学習教育研究センター、保
健管理センター、熱帯生物圏研究センター、国際沖
縄研究所等

○審議事項
　大学教育の改善及び調査研究、開発並びにその結果
の公表、研修（FD等）の実施、大学教育に係る他大学との
連携協力等

○構成員
　(1) 大学教育センター副センター長（研究開発担当）
　(2) 大学教育センター専任教員
　(3) 各学部の教育委員会等委員のうちから推薦された
教員  各１人
　(4) 大学教育に関する研究分野の教員  若干人

○任務
　学士教育プログラムにおいて実施する取組の推進
及び学士教育プログラム間の連絡・調整

○構成員
　(1) 大学教育センター長
　(2) 大学教育センター副センター長（共通教育等企
画担当及び研究開発担当）
　(3) 大学教育センター専任教員
　(4) 各学士教育プログラム代表者
　(5) その他，大学教育センター長が必要と認める者
若干名

大学教育センター会議

○審議事項
　共通教育等科目の開設授業科目等についての科目
提供責任学部等との調整及び時間割編成の調整

○委員会の構成（授業科目区分ごと）
　(1) 人文系科目企画小委員会
　(2) 社会系科目企画小委員会
　(3) 自然系科目企画小委員会
　(4) 健康運動系科目企画小委員会
　(5) 総合科目企画小委員会
　(6) 琉大特色科目企画小委員会
　(7) 情報関係科目企画小委員会
　(8) 外国語科目企画小委員会
　(9) 専門基礎科目企画小委員会
　(10) 日本語・日本事情科目企画小委員会

○設置目的
　URGCCを円滑に導入し，実施するための支援

○構成員
　(1) 大学教育センター専任教員
　(2) 教務課長
　(3) 教務課長代理
　(4) 研究員
　(5) 事務補佐員

○任務
　共通教育等科目の開設授業科目等に関する総括及
び授業科目区分間の連絡調整

○構成員
　(1) 大学教育センター副センター長（共通教育等企画
担当）
　(2) 各科目企画小委員会委員長
　(3) 大学教育センター副センター長（研究開発担当）
　(4) 大学教育センター専任教員
　(5) その他第１号の副センター長が必要と認める者

連携・協力

連携・協力

連携・協力

連携・協力 連携・協力

連携・協力
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第１期中期目標期間中の
実施取組の概要

【基準５　教育
内容及び方
法】

第６章　教育
課程

【基準５　教育
内容及び方
法】

○「主要授業科目に関する基本的な在り方について」（全学教育委員会決定H22.10.19）
○「授業科目（主要授業科目の設定含む）及び専任教員による担当状況一覧」（H22年度
学生便覧から調査開始；定例調査として毎年度実施）
○「授業科目（主要授業科目の設定含む）及び専任教員による担当状況一覧」（H23年度
学生便覧を対象として調査実施）
○「大学教育の改善に係る取組に関する実施状況調査（毎年度実施）及び実施結果の
報告（全学教育委員会報告H25.6.25）
○（毎年度実施）「大学教育の改善に係る取組に関する実施状況調査」の実施（H26.3月
実施、同　6/17全学教育委員会報告）、「授業科目（主要授業科目の設定含む）及び専
任教員による担当状況一覧」調査（H25実施済、H26実施予定）

○共通教育等カリキュラム改革決定（全学教育委員会承認H20.10.29）
○共通教育等履修規程の一部改正（H21.4.1施行）（全学教育委員会承認H20.11.28）

○平成16～21年度「専門教育科目の新設・統廃合等について」の調査実施（全学教育委
員会承認H21.7.21）

○各学部履修モデルの作成依頼（平成21.6.23）
○取り纏め結果について報告（全学教育委員会H21.9.15）

○「学則改正（平成20年4月1日施行）（教育研究評議会H20.2.28承認）
○シラバスの点検・質管理調査（H21.7.31）
○シラバスの質・管理状況報告（全学教育委員会H22.2.16）
○「シラバス作成要領」制定（大学教育改善等委員会H22.3.10承認）

【基準５　教育
内容及び方
法】

○教育目標・学習度達成の実施状況調査（教育・学生・評価担当理事H21.10.23)
○平成21年度各学部達成度評価実施状況報告（全学教育委員会H22.2.16)

【基準６　学習
成果】

○実施している次の制度等について、その内容
及び運用等の現状確認・在り方の検討、見直し
等の実施

①学年暦の設定（授業・補講・試験・休業期間、
等）、セメスター完結型（科目提供・登録・履修・
試験・成績評価）の徹底
②１個学期２０単位登録上限制度
　　・制度の徹底と超過条件の見直し、他
③年間修得単位１６単位未満除籍制度

○学年暦（毎年度見直しを行い教育研究評議会で決定）
○「GPA制度の実施について」「GPA導入申合せ」（GPA導入検討委員会承認H19.5.22）
○16単位未満除籍可能学生に対する履修指導の徹底依頼（H20.1.31）
○成績不服申立の試行実施（H20後学期）（全学教育委員会決定H20.11.28）
○16単位未満除籍学生に関する調査（全学教育委員会H20.11.28承認）
○「成績不服申立に関する試行ガイドライン（全学教育委員会制定H21.1.23）
○「各学部共通細則」改正（平成21年10月1日施行）（全学教育委員会承認H21.6.16）
○「成績不服申立に関するガイドライン（全学教育委員会承認H21.7.21）
○20単位履修を基本にした学生履修指導状況調査（H21.9.16）及び報告（全学教育委員
会H22.2.16）

○従前からの20単位登録上限
制度による実施
○上限超過条件「成績優秀者の
取扱い」の明示
○従前からの16単位未満除籍
制度による実施
○GPAの導入（成績表への明
示）
○成績不服申立制度に関する規
定及び開始

【基準５　教育
内容及び方
法】

○16単位未満除籍可能学生に対する履修指導の徹底依頼（H20.1.31）
○20単位履修を基本にした学生履修指導状況調査の実施（全学教育委員会H21.9.16）
及び報告（全学教育委員会H22.2.16）
○教育目標・学習度達成の実施状況調査の実施（担当理事H21.10.23)
○平成21年度各学部達成度評価実施状況報告（全学教育委員会H22.2.16)

【基準５　教育
内容及び方
法】

【基準５　教育
内容及び方
法】

○平成22年度大学改革推進等補助金（大学生の就業力育成支援事業：未来を切り拓く
就業力獲得留学支援事業）観光産業科学部　平成22年度採択

○FD懇談会の実施
○「琉球大学の教育に関するファカルティ・ディベロップメントの基本方針」（全学教育委
員会承認H21.3.24）
【参考】○学生による授業評価実施要項（評議会決定H7.4.28）

（学校教育
法　自己点
検・評価及
び認証評価
制度）
学校教育法
施行規則

【基準８　教育
の内部質保証
システム】

○英語による専門科目の設置状況調査（全学教育委員会承認H21.9.15）及び報告（全学
教育委員会H22.2.16）

○「学則改正（平成20年4月1日施行）（教育研究評議会承認H20.2.28）
○「副専攻に関する規程」「同申合せ」（平成20年4月1日施行）（全学教育委員会承認
H20.2.28）

16

【その他】

情報技術活用能
力の向上（関連
科目の開設、ICT
利用環境の整
備、遠隔教育）

第６章　教育
課程
教育研究環
境の整備

【基準５　教育
内容及び方
法】

○情報リテラシー（URGCC学習教育目標）とし
て実現していく。そのために必要な事項の確認
と実施
○規程整備等が十分かどうか。十分でなけれ
ば必要な規程整備を実施。
○その他
・総合情報処理センターによるICT利用環境の
整備（高速光ネットワーク運用開始、学内無線
LAN増設：H22.11月末現在100カ所）
・総合情報処理センターによる情報関係コンテ
ンツの整備（情報倫理コンテンツ、他）

○共通教育科目における関連科目の充実（情報リテラシー向上等を目的とした科目の新
設：総合科目、科目企画委員会承認H24.9.28） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
共通教育科目「情報リテラシー」の開設                                                     　　　　 ○
「大学教育の改善に係る取組に関する実施状況調査（毎年度実施）及び実施結果の報
告（全学教育委員会報告H25.6.25）
○教職履修カルテシステムの導入、学生及び教職員への説明会を開催（H２５．４．６．
７．９．１０月）
○（毎年度実施）「大学教育の改善に係る取組に関する実施状況調査」の実施（H26.3月
実施、同　6/17全学教育委員会報告）

○遠隔授業の実施（観光産業科
学部、他）
○関連科目の開設（情報科学演
習、他）
○IT利用環境の整備（総合情報
処理センター、情報コンセントの
設置、学内LANの整備、他）

●本学における大学教育の改善に関する取組一覧（第２期中期目標期間中に実施）

中期計画No.3　学生の学修過程に沿った効果的な履修指導を行うとともに、適正な成績評価を行うための単位認定システムを確立する。

◆平成22年度計画：各学部の履修指導と成績評価の実態から、学士課程教育の質保証の内容・方法を明確にする。（実施済）

◆平成23年度計画：本学の教育システムの改善について検討し、学士課程教育の質保証をするために必要な取組を実施する。（実施済）

◆平成24年度計画：学士課程教育の質保証に向けて、単位制度の実質化、単位認定システムの充実・強化を図り、効果的な履修指導等を行う。（実施済）

◆平成25年度計画：学士課程教育の質保証のための取組の進捗状況及び効果を点検し、必要に応じて改善を行う。

◆平成26年度計画：学士教育プログラムにおいて、適正な成績評価を行うためのアセスメント・ポリシーを明確化する。

◇平成27年度計画：（引き続き取組を実施し、実施内容を実績として報告する）（予定）

○「本学における大学教育の改善に関する取組一覧」について　…　以下の事項について、全学教育委員会で確認（平成22年度）
　①　この一覧に掲げた取組について、本学の学士課程教育の質保証のための内容・方法（取組）として第２期中も引き続き実施すること。
　②　全学教育委員会を中心に、これらの取組に関する毎年度末時点の実施状況を確認するとともに、改善が必要な取組を適宜設定のうえ、解決に向けて活動すること。
　③　これらの取組やその内容については、適宜、必要な見直しを行うこと。
※この一覧は、第１期中期目標期間における法人評価及び認証評価結果、監事意見書、関係法令の改正等に基づいて作成されたものである。

第２期中期目標期間中の実施取組の概要

取組
番号

取組名称
設置基準等
との主な関

係

関連する認証
評価基準

実施する主な取組内容等
取組に関連する規程、調査等

※規程整備等が十分かどうか。十分でなければ必要な規程整備を実施
※今年度９月末日までに確定（実施）済となった規程、調査等のみを掲載

実施した具体的な
取組や事項等

1

【教育研究活動を
展開する上での
基本的な方針等】

教育目標・目的
及び３つのポリ
シーの策定と公
表

教育研究上
の目的

○学士教育プログラム学習教育目標（ディプロ
マ・ポリシー）及びカリキュラム・ポリシーの設
定、学部等の目標・目的及びアドミッション・ポリ
シーの見直しの実施
○上記の３つのポリシーについて相互に整合性
があるか、学部等の目標・目的及び３つのポリ
シーの公表について十分かどうか。十分でなけ
れば必要な取組を実施
○その他

○教育目標・目的及びアドミッ
ション・ポリシーの策定、学則等
への明示（策定含む）及び公表
（ホームページ等）

○URGCC基本方針（全学教育委員会決定H23.3.15）におけるURGCC学習教育目標
○共通教育等とURGCC学習教育目標との関係について（科目企画委員会決定
H23.5.20）
○学部・学科等における３つの方針一覧について（全学教育委員会最終報告H24.3.15）
○「学士教育プログラムへようこそ」（小冊子）の発刊（平成24年度入学者向け）
○「学士教育プログラム」（平成25年度入学者向け）の発刊
○「大学教育の改善に係る取組に関する実施状況調査（毎年度実施）及び実施結果の
報告（全学教育委員会報告H25.6.25）
○全学学士教育プログラム委員会において、「DPとCPの関係の明確化」ワークシート作
成と各プログラムへの提供、アセスメント・ポリシー策定WGの設置（H25.6.5）
○（毎年度実施）「学士教育プログラム」の発行、「大学教育の改善に係る取組に関する
実施状況調査」の実施（H26.3月実施、同　6/17全学教育委員会報告）、

2

【教育内容及び方
法】

主要授業科目の
在り方と専任教
員配置

○主要授業科目の基本的な在り方に基づく、学
士教育プログラムにおける主要授業科目の整
理と明示、主要授業科目の担当教員配置への
取組（教授、准教授）
○規程整備等が十分かどうか。十分でなけれ
ば必要な規程整備を実施
○その他

○教授、准教授、助教の職階の
見直し
○講座等に配置する専任教員数
等の確認）

3
【教育内容及び方
法】

第６章　教育
課程
第７章　卒業
の要件

【基準５　教育
内容及び方
法】

○学士教育プログラム学習教育目標に沿って、
必要に応じて、共通教育等の各領域ごとの取
得単位数の見直し、学士教育プログラムにおけ
る卒業要件の見直し等

○学生便覧改訂時における履修
基準、卒業要件等の見直し（毎
年度）
○外国語科目・健康運動系科目

4
【教育内容及び方
法】

第６章　教育
課程
教育課程の
編成方針

【基準５　教育
内容及び方
法】

○教育課程の体系化・構造化に必要な取組（３
つのポリシー等）と連動して、科目の見直し等
（主要授業科目の再整理を含む）が必要かどう
かを検討 必要となる場合は 次年度 向け

○学生便覧改訂時における履修
基準、卒業要件等の見直し
○外国語科目・健康運動系科目
の取得単位数の見直し

5
【教育内容及び方
法】

第６章　教育
課程

【基準５　教育
内容及び方
法】

○履修モデルの見直し（卒業に必要な単位、20
単位履修を基本にした履修モデルの整備・点
検）

○指導教員による履修指導の充
実
○1個学期20単位数を基本とし
た履修モデルの作成（卒業要件

6

【教育内容及び方
法】

シラバスの作成
要領・点検・質の

成績評価基
準等の明示
等
単位
単位の授与

【基準５　教育
内容及び方
法】

○シラバスの作成要領の見直し、シラバスに関
する組織的な点検・質の管理の仕組みと点検
方法の確立
○FDの組織的かつ計画的な実施（授業設計の
仕方、シラバスの書き方、授業方法の工夫等）
○各授業科目ごとの 達成目標の見直し 厳正

○授業時間数の確保（１学期中
の）
○適正な評価基準等の設定
○単位授与の基準の明確化（シ
ラバスへの明記）
○全学シラバス登録状況調査

7

【学習成果】

教育目標・学習
達成度評価の実
施等

成績評価基
準等の明示
等

○学士教育プログラムごとに、学習成果に関す
る評価方法、評価指標、具体的な実施方法・内
容等の検討・決定
○学士教育プログラムもしくはURGCC学習教育
目標に合わせた達成度評価方法の見直し、等
○その他

○達成度評価票の導入　平成20
年度一部学部学科試行を踏ま
え、平成21年度全学実施

○「琉球大学の教育改善のための学生調査2011」の実施（大学教育センターH24.1月実
施；URGCC導入前の全学生対象）
○「大学教育の改善に係る取組に関する実施状況調査（毎年度実施）及び実施結果の
報告（全学教育委員会報告H25.6.25）
○「琉球大学の教育改善のための学生調査2012」の報告（全学学士プログラム委員会
H.256.5、大学教育センター報No.16.H25.8発刊）
○全学学士教育プログラム委員会において、「DPとCPの関係の明確化」ワークシート作
成 アセスメント ポリシ 策定WGの設置（H25 6 5）

8

【教育実施上の
諸制度等】

教育実施上の諸
制度等の整備及
び適切な運営

各授業科目
の授業期間

【基準５　教育
内容及び方
法】

9

【履修指導、学習
支援】

履修指導の実施
の徹底

成績評価基
準等の明示
等

○学士教育プログラムごとに、以下の事項に関
する履修指導について、組織的かつ効果的な
実施が行われているかという観点に立った、具
体的な指導事項・方法、指導実施時期や回数、
オフィスアワー設定・活用促進、等の見直し等
の実施
①教育目標 学習達成度評価 単位取得状況

○達成度評価票の導入　平成20
年度一部学部学科試行を踏まえ
平成21年度全学実施
○従前からの20単位登録上限
制の徹底
○上限超過条件「成績優秀者の
取扱い」の明示

10
【教育内容及び方
法】
【履修指導、学習
支援】

第６章　教育
課程

○入学前課題、初年次教育等の現状把握、本
学での有りようの明確化、重点的取組の設定、
等について、検討及び必要な取組の決定及び
実施。具体的な項目は次のとおり。

○「琉球大学の教育改善のための学生調査2011」の実施（大学教育センターH24.1月実
施；URGCC導入前の全学生対象）                                                                       ○
「琉球大学の教育改善のための学生調査2012」の実施（大学教育センターH24.7月実施；
URGCC導入初年度の１年次学生対象）

○高校性向けの公開授業、公開
講座、出前講義、大学訪問の実
施（大学教育センター）
○リメディアルプログラムの実施
（ l i 教材による入学直後

11
【教育内容及び方
法】
【学習成果】
【履修指導 学習

社会的及び
職業的自立
を図るため
に必要な能
力を培うた

○本学の理念や学部・学科等の目標等を踏ま
え、キャリア教育の方針の明確化、教職員の理
解共有、教育課程の内外を通じた全学での体
系的・総合的なキャリア教育の実施（指導等の

○就職課、就職センター等の設
置
○インターンシップの充実
○キャリア科目の開設（専門教
育科目 共通教育科目）

12

【教育の内部質
保証システム】

組織的なＦＤの推
進

教育内容等
の改善のた
めの組織的
な研修等

【基準８　教育
の内部質保証
システム】

○次の事項についてその在り方を検討し、必要
に応じて見直しを行い、実施していくことが必要
である。
①授業評価アンケート結果の活用方法等につ
いて（授業改善への活用）
②プロフェッサ オブ ザ イヤ 等の顕彰制

○授業評価アンケート項目・実施
方法の点検＆効果的なものへの
改善
○各学部・学科における、授業
評価アンケートの結果の集計・分
析、問題点の改善

13

【教育研究組織】
【教育の内部質
保証システム】
全学教育委員会
及び各学部教育
委員会、教育実
施に係る全学的
な組織等の充実

○URGCC実施に関する推進組織の設置
○URGCCにおけるPDCAサイクルにおける役割
の明示、役割を果たすために必要な全学的整
備（支援策含む）の検討＆実施
○規程整備等が十分かどうか。十分でなけれ
ば必要な規程整備を実施。
○その他

○URGCC推進支援室設置要項（大学教育センター会議決定H22.9.16）
○全学教育委員会審議事項及び委員の見直し（全学教育委員会決定H23.3.15）
○URGCC全学的教育実施組織等に関する申合せ（全学教育委員会決定H23.4.19）→廃
止（H24.3.15）
○「大学教育の改善に係る取組に関する実施状況調査（毎年度実施）」の様式２「学部に
おける教育運営体制及びその機能について」の実施（H24.3月実施）及び実施結果の報
告（全学教育委員会報告H24.6.19）
○平成24年度大学間連携共同教育推進事業　「教学評価体制（IRネットワーク）による学
士課程教育の質保証（8大学）：大学IRコンソーシアム」　代表校：北海道大学　平成24年
度採択                                                                                                            ○
平成24年度大学間連携共同教育推進事業における学生調査の実施（H25 7） ○

○全学教育委員会組織見直し
（H18.4.1：全学教育委員会への
学部教育委員長の参画）

14
【その他】

英語・外国語の

第６章　教育
課程

【基準５　教育
内容及び方
法】

○GTECの３年次での実施に関する実施要項策
定、実施
○コミュニケーションスキル（URGCC目標）とし
て実現していく そのために必要な事項の確認

○大学英語の開設＆GTECの導
入
○学部における英語による授業
等の開設

15

【その他】

副専攻制度の実
施

第６章　教育
課程

【基準５　教育
内容及び方
法】

○副専攻制度の実施状況の確認
○規程整備等が十分かどうか。十分でなけれ
ば必要な規程整備を実施。
○その他

○総合環境学副専攻、日本語教
育副専攻の設置（学則、関連規
程の制定）

全学教育委員会
平成22年9月21日確認
平成23年9月20日修正
平成24年10月16日修

正
平成25年10月15日修
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○琉球大学学生相談室規則
平成１３年１２月１８日

制 定

（設置）

， ， ， ， ， ，第１条 本学に 学生の抱える修学 履修 生活 対人関係等の諸問題について 相談に応じ

助言・指導を行うため，琉球大学学生相談室（以下「相談室」という。 ）を置く。

（組織）

相談室に，相談室長（以下「室長」という｡ ）及び相談員を置く。第２条

２ 室長は，相談員のうちから学長が指名する。

３ 相談員は，次の各号に掲げる者をもって充てる。

(1) 各学部学生指導主任

(2) 琉球大学学生生活委員会規則第３条第１項第４号に規定する委員

(3) カウンセラー若干人

(4) その他学長が特に必要と認める者若干人

４ 前項第３号及び第４号に規定する相談員は，学長が委嘱する。

（任期）

前条第３項第３号及び第４号に規定する相談員の任期は，２年とする。ただし，再任第３条

を妨げない。

２ 前項の相談員に欠員が生じた場合の補欠の相談員の任期は，前任者の残任期間とする。

（任務）

室長は，相談室の業務を掌理する。第４条

２ 相談員は，学生の相談に応じ，助言・指導を行う。

（相談室会議）

相談室の運営を円滑に行うため，琉球大学学生相談室会議（以下「会議」という。 )第５条

を置く。

２ 室長は，会議を招集し，議長となる。

（事務）

相談室の事務は，学生部学生課において処理する。第６条

（雑則）

この規則に定めるもののほか，学生相談に必要な事項は，別に定める。第７条

附 則

この規則は，平成１４年４月１日から施行する。

附 則（平成１６年５月１７日）

この規則は，平成１６年５月１７日から施行し，平成１６年４月１日から適用する。
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学年（　　　年生）年齢（　　　）歳

A．次の生活習慣に関わる各質問について、あてはまる答えを○でかこんでください。

１．朝食を食べていますか 1. ほとんど毎日 2. 時々 3. 食べない

2．お酒（アルコール類を）飲みますか 1. ほとんど毎日 2. 時々 3. （ほとんど）飲まない

3．たばこを吸いますか 1. ほとんど毎日 2. 時々 3. （ほとんど）しない

4．普段の睡眠時間を記入してください （　　　　　　　）時間

B．次の文をよく読んでください。

1.就職や進学について考える気にならない 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

2.わけもなく涙が出ることがある 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

3.ここ2週間、よく頭痛がある 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

4.ここ2週間、毎日疲れを感じている 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

5.自分の気持ちを表現できない 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

6.物事を決めるのが苦手である 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

7.授業に参加できない 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

8.うまくいかないと混乱したり取り乱すことがある 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

9.授業についていけるか心配である 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

10.何かをしていて。夜更かしすることが多い 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

11.気が休まらない 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

12.気分が上下しやすい 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

13.大学をやめたいと思う 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

14.周囲の学生と自分がとても違うと感じる 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

15.時々、吐き気がする 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

16.外出するのがおっくうだ 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

17.自分の体を傷つけることがある 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

18.自分はダメだと考える 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

19.寝過ごすことが多い 1・2・3・4・5 1・2・3・4・5

はい いいえ
　　したいことがある （↑あてはまる方を○で囲む↑）

保健管理センターでは、専門のカウンセラーが修学上の悩み、進路適性の悩み、 

対人関係に関する悩みなどの相談に応じています。 気軽にご相談ください。

☞続けて裏面に回答してください。記入後は、必ず問診票回収箱に入れてください。

34.人からどう思われているか気になる

35.必要以上に同じことを繰り返したり、確認したりする

36.望んでいない学部学科だと思う

37.過呼吸の発作が起きる

38.周りの人からカウンセリングを勧められる

C．現在、悩んでいることで、カウンセラーに相談

28.勉強（研究）が進まない

29気持ちを抑えられずに.物に当たってしまうことがある

30.ここ2週間、毎日寝つきが悪い

31.ここ2週間、毎日食欲がない

32.物事を整理するのが苦手である

33.何事に対してもやる気が起きない

22.死ぬことを考える

23.この先、就職や進学ができるかどうか心配である

24.人からやりたくないことをさせられていると感じる

25.お腹が痛くなることが多い

26.先生が嫌いだ

27.食べ過ぎることがある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　電話　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　（家族用　･　個人用）

次の質問を読み、自分にあてはまると思われる点数（１＝全然ない、２＝あまりない、３＝たまにある、４＝ときどきある、５＝いつもある）

を○でかこんでください。この調査はずっと以前のことではなく、現在の状態についての調査です。全部の質問にもれなく答えてください。

20.人付き合いが苦手だと感じる

21.ここ2週間、毎日よく眠れない

平成27年度　琉球大学学生健康質問票

この問診票は，心身の健康に関するものです．よく読んで，表裏回答してください．

学生番号《　　　　　　　　　　》氏名《　　　　　　　　　　　　　》

　性別（ 男性 ・ 女性 ）出身地（ 県内 ・ 県外 ・ 留学生 ）←○でかこむ

※後日，こちらから連絡をとることがあります．連絡してもよい連絡先を下に記入してください．

〒　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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平成 27 年 5 月 28 日 

学生各位 

保健管理センター 

専任カウンセラー     

カウンセラー   

カウンセラー   

カウンセラー   

カウンセラー   

カウンセラー    

カウンセリングのご案内

拝啓 

 新学期が始まり 2 か月が経過しようとしていますが、学校生活はいかがですか。 

  さて、先日、保健管理センターの定期健康診断で記入していただいた問診票を見ました。

末尾の質問｢現在、悩んでいることでカウンセラーに相談したいことがある｣に対し「はい」

に○がつけられていました。そこで早目に相談に来ていただこうと思ってお便りしました。

すでにお手元に保健管理センターのしおりなどがあると思いますが、念のため下記に連絡

先を記しておきます。待ち時間をできるだけ少なくするために、予約制にしております。

電話か、もしくは保健管理センターに直接来て予約してください。相談の時間は約 15 分～

45 分を予定しています（相談は無料です、念のため）。カウンセラー（ 、 、 、

、 、 ）が相談にのることができますので、ご希望があれば遠慮なく申し出て

ください。また、原則として、あなたの心配ごとや悩みごとを他の人に知られることはあ

りません。お気軽にご相談においでください。早めのご連絡をお待ちしています。 

 なお、この手紙を受け取る前に、すでに相談を申し込んでいる方は行き違いの段ご容赦

ください。 

敬具 

記 

【面接を予約する方法】 

①電話で申し込むとき

電話番号 (098)895-8144 に電話してください。保健管理センターのスタッフが出ます。

「カウンセリングの予約希望」と言ってください。日程調整など予約の手続きをします。 

②直接保健管理センターに来て申し込むとき

保健管理センター１階の受付に来てください。スタッフが常駐していますので、｢カウン

セリングの予約希望｣と言ってください。日程調整など予約の手続きをします。 

【カウンセリング・ルームの利用時間】 

 月 ～ 金 曜日  午前 9時 ～ 午後 5 時 (昼休み 正午～午後 1 時) 

以上

平成 26 年 5 月 28 日 

学生各位 

保健管理センター 

専任カウンセラー     

カウンセラー   

カウンセラー   

カウンセラー   

カウンセラー   

カウンセラー    

学生定期健康診断「琉球大学学生健康質問票」について

拝啓

 新学期が始まり、2 か月が経過しようとしていますが、学校生活はいかがですか。 
さて、先日、保健管理センターの定期健康診断で記入していただいた「琉球大学学生健

康質問票」を見ました。末尾の質問｢現在、悩んでいることでカウンセラーに相談したいこ

とがある｣に対し「はい」に○はつけられていませんでしたが、他の項目を見ると、ややス

トレスの高い生活を送っているようにお見受けいたしました。差し出がましいこととは思

いますが、学生生活を送る上で心配なことはないか、一度お会いして、お話を伺いたいと

思います。下記の要領に従い、お早めに日時の予約をしてください。カウンセラー（ 、

、 、 、 、 ）がお話をうかがいたいと思います。面談に要する時間は

15～45 分程度を予定しています。なお、このお手紙を差し上げたことは、他の人に知られ

る心配はありません。また、この面談は強制的なものではありません。面談を申し込んで

も、申し込まなくても、あなたの不利になることは一切ありませんので、その点について

はご心配なく。 

  この手紙を受け取る前に、すでにカウンセラーまたは学校医との面談を申し込んでいる

方がいらっしゃいましたら、再度のお申し込みの必要はありません。行き違いの段、ご容

赦ください。

敬具

記

【面談を予約する方法】 

  電話の場合は (098)895-8144 に電話してください。保健管理センターのスタッフが出ま

す。「定期健康診断で手紙を受け取りました」と言ってください。また、直接保健管理セン

ターにいらしていただいても結構です。一階で受付します。 

【カウンセリング・ルームの利用時間】 

 月 ～ 金 曜日  午前 9時 ～ 午後 5 時 (昼休み 正午～午後 1 時) 

以上
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1 

平成 26 年 3 月 7 日 
保 健 管 理 セ ン タ ー

上原地区におけるカウンセリング・ルーム運用開始の経緯等について 

１．学生生活委員会での検討 (24 年度の取組） 

(1) 検 討 の 発 端 

平成 24年 9 月 24 日開催の平成 24年度第 3回学生生活委員会において、「学生メンタルヘ

ルス支援：第 1回（中期目標 5、中期・年度計画 16 関係）」について懇談した。各委員から

所属部局の取組状況について報告があった。このうち、教育学部の報告に関し、医学部選出

の山本秀幸教授が関心を持ち、「学部独自の問題に対応した上記取組を参考に、上原地区にお

ける相談体制の構築」が構想され、同委員会において、上原キャンパスに相談室を設置した

い旨の発言があった。 

これに対し、保健管理センター選出の古川委員から協力したい旨の回答があった。 

２．組織間連携による検討   (24～25 年度の取組） 

(1) 平成 24 年 11 月 16 日日開催の平成 24 年度第 5回学生生活委員会において、「学生メンタル

ヘルス支援：第 2回」について懇談した。ここで、各学部（指導教員）の実情や要望を確認

するため、学生メンタルヘルスに関するアンケート調査を実施することを決定した。 

(2) 平成 24 年 12 月 12 日開催の平成 24年度第 4回医学科・医学研究科厚生委員会において、上

原地区におけるカウンセリング・ルームの設置検討が提案され、厚生委員会から医学部長へ

要望のうえ検討を開始することが了承された（委員長：山本秀幸教授）。 

(3) 平成 24 年 6 月に、山本秀幸教授が保健管理センターを訪問し、千原地区のカウンセリング・

ルームを視察した。 

(4) (2)の後から、山本教授及び古川教授により不定期で協議がなされ、開設に向けて下記が確

認された。 

① 医学部学務課窓口にて来談申込みを受付けること

② 相談業務は、保健管理センターの業務の一環とすること

③ 当面の間、古川が対応。原則として毎週水曜日 16:15 から 17:15 の間に待機する

(5) 平成 25 年 3 月 8日日開催の平成 24年度第 7回学生生活委員会において、「学生メンタルヘ

ルス支援：第 3 回」について懇談した。2-(1)のアンケート調査（24年 12 月実施）結果を報

告した（学部にフィードバック）。 

（医学部所属指導教員からの主な意見及び分析事項） 

① 上原地区に学生支援組織がない。

② 学生支援組織の窓口の一元化を希望する。

③ 本アンケートにおける医学部教員の回答率は高い（50.5%。医を除く平均 36.6％）。また、

自由記述欄（要望等）への回答も高く、医学部全体の関心は高いと感じる。しかし、学生

支援組織（保健管理センターや学生相談室等）の把握について、上原地区に学生支援組織

がないためか、他の学部に比して認知度・理解度が低い状況にある。

2 

(6) 平成 25 年 6月 19 日開催の平成 25年度第 2 回医学科・医学研究科厚生委員会において、試

験的に運用を開始することが決定された（委員長：山本秀幸教授）。

① 開室時間 毎週木曜日 16:15～17:15

② 場 所 がじゅまる会館 3階セミナー室 

③ 対 応 者 古川卓保健管理センター教授

３．利用状況と今後の課題等    (26 年度以降の課題） 

平成 25 年 7月 11 日より運用を開始した。平成 25年度の実績は 2件である。なお、次年度も継

続して運用する予定である。 

利用件数が少ないことについて、開室時間が限定的であり、学生への周知が徹底されていないこ

とが理由に挙げられる。 

また、現在、保健管理センターの専任臨床心理士のみが対応している状況にあるが、医学部独自

に相談員（臨床心理士）を確保することや、上述の課題解消のための取組や予算措置が必要であ

る。 

以 上 
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第４条～第８条 

（省略）

第１０条～第２１条 

（省略）

別添資料3-2-2-1-③
琉球大学産学官連携推進機構規則（抜粋）
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別添資料 3-3-1-1-① 

琉球大学第二期中期目標・中期計画期間における「国際交流・協力推進計画」

－ アジア・太平洋地域をつなぐ知の津梁を目指して －

   琉球大学国際交流委員会

◎計画の基本方針

 本推進計画案は、第二期中期目標・中期計画に沿った国際交流・国際協力を進める上での本学における

基本方策として策定したものである。

これまで琉球大学が行ってきている様々な取り組みは、国内外から高い評価を受けており、また地域の

期待にも応えてきているが、今後も変化していく国内外からのニーズに対応し、琉球大学の知的資源、人

的資源等をさらに活かすことができるよう、取り組みの検証をし、フィードバックを行いながら目標を達

成する必要がある。

そのため、本学が有する教育および研究の蓄積を最大限に活かすとともに、アジア・太平洋地域等の状

況に柔軟に対応した質の高い国際交流・国際協力を実現するための核となる方策を策定し、知の津梁とし

て、国際的な社会貢献に寄与していくことを基本的な方針とする。

Ⅰ．アジア・太平洋地域等からの留学生受入れ及び留学生向けの教育プログラムの整備

１．留学生を積極的に受け入れるための情報の発信、広報活動、サービスの提供を行う。

２．留学生を受け入れるための入試制度及び学習・生活環境を整備する。

  ３．留学生を対象とした教育プログラム等の開発・推進を行う。

４．大学院におけるダブルディグリー・プログラム等の国際連携教育プロジェクトを推進する。

 Ⅱ．アジア・太平洋地域等における専門職業人の資質向上を目的とした、実践的な教育プログラムの整備

１．国際協力機構（JICA）や国際機関等と連携し、学部・研究科が研修プログラムを実施する。 

２．国際協力機構（JICA）や国際機関等から県内 NPO 等へ委託された研修プログラムに関して、教員

がその企画及び実施の中心的な役割を果たす。

３．大学院レベルの留学生特別プログラム等を充実させる。

４．英語による専門科目を充実させる。

Ⅲ．海外の大学等との交流協定に基づく交換留学の促進

１．ホームページを活用した情報発信の充実を図る。

２．交流協定における学生交流覚書（授業料不徴収を含む）締結を推進する。

３．学生交流覚書に基づく単位互換を推進する。

４．帰国留学生など人材ネットワークの整備を行う。

５．交流協定大学のサマースクールプログラム等への派遣態勢を整備する。

６．日本人学生の海外留学支援の留学相談や情報提供等の指導・支援を行う。

７．留学生のための支援システムの構築を図る。

Ⅳ．教職員及び学生の交流プラットホームの形成及びアジア・太平洋地域等の大学・研究機関との学術・

研究交流の促進

１．交流協定大学等との国際教育連携や国際共同研究等を促進するため、海外拠点の設置等の交流プラ

ットホームを構築する。

２．部局等と連携したアジア太平洋地域の大学・研究機関との学術・研究交流を促進する。

３．海外の大学・研究機関との連携やコンソーシアム等の活用により、国際研究連携・教育連携を推進

する。

４．アジア・太平洋地域の大学等の研究者との共同研究を推進する学内支援態勢を整備する。
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スウェーデン(1)
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マーシャル諸島（１） マーシャル諸島短期大学
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サモア（１） 国立サモア大学
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モンゴル（1） モンゴル保健総合大学

南アフリカ（１） ケープタウン大学
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ニュージーランド（１） ウェリントン・ヴィクトリア大学

中国（10）
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雲南農業大学、延邊大学、華中科技大学、大連工業大学

韓国（10） 啓明大学校、済州大学校、順天大学校、ソウル市立大学校、延世大学校、湖西大学校、忠北大学校、成均館大学校、木浦大学校、慶熙大学校

タイ（5） チュラロンコン大学、タマサート大学、コンケン大学、チェンマイ大学、キング・モンクット工科大学ラカバン校

インドネシア（3） サムラトランギ大学、ボゴール農業大学、ディポネゴロ大学

インド（１） 国立細胞・分子生物学研究所

フランス（５） フランス国立高等研究院、リール科学技術大学、トゥルーズ・ジャン・ジョレス大学、トゥルーズ第一キャピトル大
学、レンヌ第一大学

英国（１） シェフィールド大学

スウェーデン（１）

スペイン（１）

イェーテボリ大学

バルセロナ自治大学

ドイツ（2） ハインリッヒ・ハイネ・デュッセルドルフ大学、ハンブルク大学

イラン（１） テヘラン大学

マレーシア（１） サバ森林局

フィリピン（１）

バングラデシュ（１）

ミャンマー（１）

フィリピン大学

ラオス（2） ラオス国立大学、ラオス健康科学大学

台湾（８） 国立台湾大学、國立中山大学、国立雲林科技大学、國立台湾海洋大学、国立台湾科技大学、東海大学、台北医学大
学、文藻外語大学 

地域別（数） 相手国・地域（数） 相手側大学名

南米（1） ブラジル（１） サンパウロ大学

ベトナム（5） ハノイ農業大学、ベトナム国立大学ハノイ校、ベトナム国家大学ホーチミン市校、ハノイ工科大学、ターイグェン大学

■ 交流協定大学の地域・国別（７９大学・機関）  

ヤンゴン・コンピュータ大学

ラジシャヒ工科大学

別添資料3-3-1-3-①
国際交流協定締結大学一覧
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別添資料 3-3-1-3-② 

海外文化研修 C（スペイン語圏）シラバス（抜粋） 
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別添資料 3-3-1-4-① 

2012年5月18日 

太平洋島嶼域海洋環境宣言

私たちは2012年5月に、第6回太平洋島サミットのサイドイベントとして沖縄で開催された太平洋島嶼域海洋環

境シンポジウムに参加し、海洋保全のあり方、気候変動と海洋環境、防災と海洋環境、健康と海洋環境などの課題に

ついて議論した。その議論の中で、太平洋島嶼域の国々は人間と海洋環境の永久的共存に関して議論すべき多くの共

通課題を有していることを確認した。

私たちは豊かな生物多様性を有し、多くの生態系サービスを受けているサンゴ礁島嶼系に暮らしていることを科学

的根拠をもって理解する必要性と、海洋環境は河川、陸域と生態学的つながりを有していることを確認し、サンゴ礁

島嶼系全体として保全し、持続的に利用しなければならないことを認識した。

サンゴ礁島嶼系では立場が異なる人々によって、極めて多様な活動が営まれているので、漁業や農業に従事する人々、

保健医療従事者、観光業者、土木技術者、政策決定者、NGO で活動する人々、研究者と学生などすべての人々が協

働で問題解決のための議論に参加し、将来のための施策を考え、実行する必要がある。

これらの議論には科学的情報の蓄積が不可欠である。共同研究の推進や学生の派遣・受け入れによる人物交流を通

して、若手研究者の育成と環境問題の解決に努力するとともに、学問の発展にも貢献する。私たちは地域における気

候変動など緊急の課題に具体的なアクションを起こす必要がある。科学的研究の結果が地域の皆さんに対して貢献で

きるようなものでなければならない。能力養成・人材育成を行うための科学研究や太平洋島嶼域に関するデータベー

スの共有を支援する資金の獲得にも努力する必要がある。

私たちは、これらの活動で得られる情報を共有し、健康で安心・安定した生活を可能にするために、継続的にこのよ

うな議論をしなければならない。私たちは第6回太平洋島サミットにおいて、この宣言に記述された内容を支援する

基金募集が進められることを期待する。今後とも連携して活動するために太平洋島嶼域において強力かつ多様なネッ

トワークを構築することを宣言する。
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別添資料3-3-1-4-②
東シナ海を取り囲む大学間の共同研究に

関する覚書
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別添資料3-3-1-4-③
マレーシアサバ州森林
局との部局間協定書
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ハワイ大学マノア校図書館所蔵 阪巻・宝玲文庫について
１．阪巻・宝玲文庫とは

　本デジタルアーカイブは、ハワイ大学マノア校図書館所蔵の阪巻・宝玲文庫を、琉球大学

附属図書館がデジタル化し、公開したものです。

　阪巻・宝玲文庫には、5千点以上の文献が収蔵されており、その多くが1400年代から1960

年代までの琉球・沖縄関連の文献です。そのうち、2千点以上の文献（936項目）がイギリス

人ジャーナリストのフランク・ホーレ ー（1906-1961）が収集・所蔵していたもので、元ハワイ大

学教授の が個人的に収集していた文献をそこに加えたものを「阪巻・宝玲文庫」

と呼んでいます。

デジタルアーカイブ公開画面

別添資料3-3-1-4-④
ハワイ大学マノア校図書館所蔵阪巻・

宝玲文庫について
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